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序文

財団法人千葉県教育振興財団（文化財センター）は、埋蔵文化財

の調査研究、文化財保護思想の涵養と普及などを主な目的として昭

和49年に設立され、以来、数多くの遺跡の発掘調査を実施し、その

成果として多数の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび、千葉県教育振興財団調査報告第600集として、独立行政

法人都市再生機構の千葉東南部地区土地区画整理事業に伴って実施

した千葉市太田法師遺跡（旧石器時代）の発掘調査報告書を刊行す

る運びとなりました。

この調査では、旧石器時代の石器集中地点が21か所検出され、数

多くの石器がまとまって出土し、この地域の旧石器時代の歴史を知

る上で貴重な成果が得られております。

刊行にあたり、この報告書が学術資料として、また埋蔵文化財の

保護に対する理解を深めるための資料として広く活用されることを

願っております。

終わりに、調壺に際し御指導、御協力をいただきました地元の方々

をはじめとする関係の皆様や関係機関、また、発掘から整理まで御

苦労をおかけした調在補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成20年3月

財団法人千葉県教育振興財団

理事長福島義弘



凡例

1 本書は、独立行政法人都市再生機構千葉地域支社による千葉東南部地区土地区画整理事業に伴う埋蔵

文化財の発掘調査報告書である。

2 本書に収録しているのは、千葉市緑区おゆみ野南6丁目12番地他（旧千葉市大金沢町545他）に所在す

る太田法師遺跡（遺跡コード 201-080)のうち、 1日石器時代の資料である。縄文時代以降の資料につい

ては、『千葉東南部ニュータウン23』に収録している。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は、独立行政法人都市再生機構千葉地域支社の委託を受け、財団

法人千葉県教育振興財団が実施した。

4 発掘調査及び整理作業の組織、担当者及び実施期間は、第 1章に記載した。

5 本書の執筆・編集は、主席研究員兼副所長 岡田誠造が担当した。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで、千葉県教育庁教育振興部文化財課、独立行政法人都市再生機

構千葉地域支社、千葉市教育委員会ほか多くの方々から御指導、御協力を得た。

7 本書で使用した地形図（第 2図）は、国土地理院発行 1 : 25,000 「蘇我」平成10年10月1日発行

である。

8 本書で使用した周辺航空写真は、図版 1が京葉測量株式会社が昭和42年に、図版2が国土地理院が平

成18年に撮影したものを使用した。

9 本書で使用した図面の方位は、すべて座標北である。座標系は、日本測地系を使用した。

10 本書の遺構及び遺物の縮尺は、以下を基準とするが、作図の都合で統一されなかったものもある。

旧石器時代ブロック 1/80 石器 2/3 石器写真 単体 1/2 接合個体 2/3

11 石材の舟岩識別ができた石材については石材名の後に番号（例 黒曜石 5) を付して説明したが、母

岩識別ができないものについては石材名のみの表記とした。

12 石器の部位の名称については、楔形石器・ニ次加工剥片• 微細剥離剥片• 剥片については上部を基部、

下部を端部とし、これらを除く石器（ナイフ形石器など）については上部を先端部、下部を基部とした。



本文目次

第 1章はじめに..................................................................................................................1 

第1節調査に至る経緯......................................................................................................1 

第2節 遺跡の位置と周辺の遺跡..........................................................................................2 

1. 遺跡の位置...............................................................................................................2 

2. 周辺の遺跡・..............................................................................................................4 

第3節調査の方法と経過...................................................................................................6 

第2章 l日石器時代・..............................................................................................................9 

第1節調在の概要............................................................................................................9 

第2節 基本土層・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

第3節 石器群の分布と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

1. 第1文化層 第1ブロックから第7ブロック・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"ll

2. 第2文化層 第8ブロックから第20ブロック・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36

3. 第3文化層 第21ブロック・......................................................................................115 

4. 上層出土石器.........................................................................................................117 

：：：抄含ま泉：~::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::~~

挿図 H次

第1図 太田法師遺跡周辺の地形 (115,000)…… 3 第13固 第4ブロック器種別分布 (2)…………18

第2図 千葉東南部地区の遺跡分布図 (1/25,000) 第14図 第4ブロック母岩別分布…………………19

...................................................... 5 第15図 第4ブロック出土石器 (1) . ・・・・・・・・・・・・・・20

第3図 太田法師遺跡年度別調査区及びグリッド 第16図 第4ブロック出土石器 (2)……………21

配置図 (115,000) .............................. 6 第17図 第4ブロック出土石器 (3) ・・・・・・・・・・・・・..zz 
第4図 グリッド分割図.................................6 第18図 第4ブロック出土石器 (4) ・・・・・・・・・・・・・・・23

第5図 太田法師遺跡調在概要図 (1/2,000)…… 9 第19図 第4ブロック出土石器 (5)……………24

第6図 基本土層図•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..10 第20図 第4ブロック出土石器 (6) ・・・・・・・・・・・・・・・25

第7図 第1ブロック遺物分布……………………12 第21図 第4ブロック出土石器 (7)……………26

第8図 第 1ブロック出土石器……………………13 第22図 第4ブロック出土石器 (8)……………27

第9図 第2ブロック遺物分布・出土石器………14 第23図 第4ブロック出土石器 (9)……………28

第10図 第3ブロック遺物分布……………………15 第24図 第4ブロック出土石器 (10)……………29

第11図 第3ブロック出土石器……………………16 第25図 第4ブロック出土石器 (11)……………30

第12図 第4ブロック器種別分布 (1) …………17 第26図 第4ブロック出土石器 (12)……………31



第27図 第 5 ブロック遺物分布•…... ………….. …33 第62図 第11ブロック出土石器 (2). …………・・74 

第28図 第 5 ブロック出土石器•…...... ………….. 34 第63図 第11ブロック出土石器 (3)……....…・・75 

第29図 第 6ブロック遺物分布・出土石器………35 第64図 第12ブロック遺物分布……………………79

第30図 第7ブロック遺物分布・出土石器………36 第65図 第12ブロック出土石器 (1)……………80

第31図 第8ブロック遺物分布……………………37 第66図 第12ブロック出土石器 (2)……………81

第32図 第8ブロック器種別分布 (1) …………38 第67図 第12ブロック出土石器 (3)……………82

第33図 第8ブロック器種別分布 (2)…………39 第68図 第12ブロック出土石器 (4)……………83

第34図 第8ブロック母岩別分布 (1) …………40 第69図 第13ブロック遺物分布・出土石器………84

第35図 第8ブロック母岩別分布 (2)…………41 第70図 第14ブロック遺物分布……………………86

第36図 第8ブロック母岩別分布 (3)…………42 第71図 第14ブロック出土石器 (1) ……………87

第37図 第8ブロック母岩別分布 (4)…………43 第72図 第14ブロック出土石器 (2)……………88

第38図 第8ブロック出土石器 (1)……………44 第73図 第14ブロック出土石器 (3)……………89

第39図 第8ブロック出土石器 (2)……………47 第74図 第14ブロック出土石器 (4)……………90

第40図 第8ブロック出土石器 (3)…・………・・48 第75図 第15ブロック母岩別分布…………………91

第41図 第8ブロック出土石器 (4)……………49 第76図 第15ブロック器種別分布…………………92

第42図 第8ブロック出土石器 (5)……………50 第77図 第15ブロック出土石器 (1) ……………94

第43図 第8ブロック出土石器 (6)……………51 第78図 第15ブロック出土石器 (2)……………95

第44図 第8ブロック出土石器 (7)……………52 第79図 第16ブロック遺物分布……………………98

第45図 第8ブロック出土石器 (8)……………53 第80図 第16ブロック出土石器 (1) ……………99

第46図 第8ブロック出土石器 (9)……………54 第81図 第16ブロック出土石器 (2)………… 100

第47図 第8ブロック出土石器 (10)……………55 第82図 第16ブロック出土石器 (3)………… 101

第48図 第8ブロック出土石器 (11)……………56 第83図 第16ブロック出土石器 (4)………… 102

第49図 第8ブロック出土石器 (12)……………57 第84図 第17ブロック出土石器………………… 103

第50図 第8ブロック出土石器 (13)……………58 第85図 第17ブロック遺物分布………………… 104

第51図 第8ブロック出土石器 (14)……………59 第86図 第18ブロック遺物分布………………… 106

第52図 第8ブロック出土石器 (15)……………60 第87図 第19ブロック器種別分布……………… 108

第53図 第8ブロック出土石器 (16)……………61 第88図 第19ブロック母岩別分布……………… 109

第54図 第9ブロック器種別分布…………………66 第89図 第19ブロック出土石器 (1)………… 110

第55図 第9ブロック母岩別分布…………………67 第90図 第19ブロック出土石器 (2)………… 111

第56図 第9ブロック出土石器……………………68 第91図 第19ブロック出土石器 (3)………… 112

第57図 第10ブロック遺物分布……………………69 第92図 第19ブロック出土石器 (4)………… 114

第58図 第10ブロック出土石器……………………70 第93図 第20ブロック遺物分布・出土石器…… 115

第59図 第11ブロック器種別分布………•………・・71 第94図 第21ブロック遺物分布…• • ….. …・ ……・116 

第60図 第11ブロック母岩別分布・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・72 第95図 上層出土石器.................................117 

第61図 第11ブロック出土石器 (1)……………73



表 H 次

第 1表 第 1ブロック出土石器組成表……………11 第12表 第12ブロック出土石器組成表……•……··78

第2表第2ブロック出土石器組成表……………14 第13表 第13ブロック出土石器組成表……•……"84

第 3 表第 3 ブロック出土石器組成表…•………··16 第14表第14ブロック出土石器組成表……•……··85

第4表第4ブロック出土石器組成表……………29 第15表 第15ブロック出土石器組成表……………93

第5表 第5ブロック出土石器組成表……………33 第16表 第16ブロック出土石器組成表……………97

第6表 第6ブロック出土石器組成表…・………・・35 第17表 第17ブロック出土石器組成表………… 105

第7表 第7ブロック出土石器組成表……………35 第18表 第18ブロック出土石器組成表……•….. 105 

第8表 第8ブロック出土石器組成表…・………・・63 第19表 第19ブロック出土石器組成表……•….. 113 

第9表 第9ブロック出土石器組成表……………67 第20表 第20ブロック出土石器組成表……•….. 113 

第10表 第10ブロック出土石器組成表…•………..70 第21表 第21 ブロック出土石器組成表……•….. 116 

第11表 第11ブロック出土石器組成表……………76 第22表上層出土石器組成表…………………… 117

図 版 H次

図版 1 遺跡周辺航空写真（昭和42年撮影） 図版14 第8ブロック出土石器 (3)

図版2 遺跡周辺航空写真 （平成18年撮影） 図版15 第8ブロック出土石器 (4)

図版3 第 1-3ブロック 図版16 第8ブロック出土石器 (5)

図版4 第 4~6 ブロック 図版17 第8プロック出土石器 (6)

図版5 第8-10ブロック 図版18 第9-11ブロック出土石器

図版6 第ll-13ブロック 図版19 第12、13ブロック出土石器

図版7 第19、21ブロック 図版20 第9、11、12ブロック出土石器

図版8 第 1-3、5-7ブロック出土石器 図版21 第14-16ブロック出土石器 (1)

図版9 第4ブロック出土石器 (1) 図版22 第14-16ブロック出土石器 (2)

図版10 第4ブロック出土石器 (2) 図版23 第14-16ブロック出土石器 (3)

図版11 第4ブロック出土石器 (3) 図版24 第19ブロック出土石器

図版12 第8ブロック出土石器 (1) 図版25 第17、19、20ブロック出土石器

図版13 第8ブロック出土石器 (2) 図版26 出土礫



第 1章はじめに

第 1節調査に至る経緯

独立行政法人都市再生機構は、首都圏の人口増加に対応するため、千葉東南部地区土地区画整理事業と

して大規模な宅地造成を計画した。このため、千葉県教育委員会では昭和46年に実施した事業地内の遺跡

分布調査の結果に基づき、所在する埋蔵文化財の取扱いについて関係諸機関と協議を重ねてきた。その結

果、可能な限り公園や緑地として現状保存をはかる一方、やむを得ず現状保存が困難な遺跡については記

録保存の措置を講ずることとなり、財団法人千葉県教育振興財団が独立行政法人都市再生機構から委託を

受け、発掘調査を実施してきた。

今回報告する太田法師遺跡（総面積37,000面）は、記録保存の措置を講ずることで協議が整い、当財団

が昭和63年度、平成元年・ 2年度の 3次にわたって発掘調在を実施した遺跡である。調査の結果、旧石器

時代の石器集中地点をはじめ、縄文時代の炉穴．陥穴、古墳時代の竪穴住居跡・方墳、奈良• 平安時代の

竪穴住居跡・掘立柱建物跡や製鉄関連遺構など多くの遺構・遺物を検出した。

発掘調究の終了後、平成 3年度に水洗・注記の一部を行い、平成17年度からは本格的な整理作業を開始

し、平成19年度をもって旧石器時代（下層）の報告書刊行の運びとなった。なお、縄文時代以降の資料に

ついては、すでに『千葉東南部ニュータウン23』として平成12年度に報告書を刊行している。旧石器時代

（下層）の発掘調査及び整理作業の各年度の実施期間、組織及び作業内容は下記のとおりである。

発掘調査

昭和63年度

間

織

期

組

昭和63年12月5日から平成元年 3月31日

調査部長堀部昭夫

班 長佐久間豊担当職員主任調杏研究員鈴木康夫調査研究員大谷弘幸

内 容 下層対象面積6,soom 確認調査下層272面

平成元年度

期間

組織

平成元年4月1日から平成 2年 3月30日

調査部長堀部昭夫

班 長 大原 正義 担当 職員主任技師森本和男萩原恭一技師出口雅人

内 容 下層対象面積20,200面確認調査下層1,048面、本調査下層2,418面

平成2年度

期 間 平成2年4月2日から平成 2年9月12日

組 織 調査部長堀部昭夫

班 長三浦和信担当職員主任技師森本和男土屋澗一郎技師大石理子福田明美

内 容 下層対象面積10,000面確認調査下層304面、本調査下層0面

整理作業

平成 3年度

期 間 平成 3年4月1日から平成4年 3月31日

-1-



第 1節調査に至る経緯

組 織 調査部長天野努

班 長三浦和信

内 容 水洗・注記

平成18年度

期間

組 織

平成18年10月2日から平成18年12月28日

調査研究部長矢戸三男

中央調査事務所長西川博孝担当職員主席研究員関口達彦上席研究員西野雅人

内 容 実測からトレース

平成19年度

期 間

組織

平成19年11月1日から平成20年3月31日

調査研究部長矢戸三男

中央調査事務所長折原繁

担当職員主席研究員兼副所長岡田誠造上席研究員西野雅人

内 容 挿図• 図版作成から報告書刊行

第2節 遺跡の位置と周辺の遺跡

1. 遺跡の位置（第 1図）

太田法師遺跡は、千葉市緑区おゆみ野南 6丁目12番地他に所在する。

緑区は千葉市の東南部に位置し、南は村田川を境として市原市と接し、 JR外房線や千葉東金道路、千葉

外房有料道路などが通っている。本遺跡の所在する千葉東南部地区は、 JR外房線鎌取駅の南側に広がり、

現在も「おゆみ野」として新しい街づくりが展開されている地域である。

千葉市は千葉県の北東部に位置し、東京湾を西に臨み、内陸には房総半島の北部一帯を占める広大な下

総台地が展開している。この台地は無数の小支谷によって開析され、東京湾岸には海岸平野、三角州など

の沖積低地が形成されている。千薬東南部地区は、千葉市と市原市の境を流れ東京湾に流入する村田川の

下流域右岸に位置し、台地はこの村田川に注ぎ込む支谷によって樹枝状に複雑に開析されている。

太田法師遺跡は、このような支谷の一つである大金沢支谷と、大金沢支谷から分岐して北へ深く浸入す

る坂崎谷津に開析された、大金沢支谷の最奥部に近い台地上に位置している。この台地の北東側は平坦な

台地が広がり、広さは東西350m・ 南北400mである。台地の南西側では、西側の坂崎谷津から入り込む小

規模な谷津と、南側の大金沢支谷から浸入した小支谷により、幅が15mと尾根状に急に狭くなっている箇

所がある。この部分を境に遺跡は大きく東西に二分される。東側は南北に延び比較的平坦な台地も広がっ

ているが、西側は大金沢支谷に張り出すような形で、平坦面が狭く起伏のある地形が形成されている。標

高は、東側の平坦面で50mであるが、西側では37m-43mと次第に低くなっている。周辺の支谷との比高

は、西側で約20m、東側では約29mである。大金沢支谷の最奥部の台地上には、大膳野北貝塚• 南貝塚、

バクチ穴遺跡が、坂崎谷津を挟んだ西側の台地上にはムコアラク遺跡が、それぞれ位置している。
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第 2節 遺物の位置と周辺の遺跡

2. 周辺の遺跡（第2図）

千葉東南部地区内の遺跡の多くは、旧石器時代から中・近世までの遺構・遺物を複合的に伴っており、

特定の時期に限られた単純な遺跡はきわめて少ない。なかでも、縄文時代の大型貝塚や古墳時代後期の集

落跡や古墳群、奈良• 平安時代の集落跡などが密集しているのが特徴的である。

旧石器時代の遺物は、地区内で調査されたほとんどの遺跡から出土例が見られる。

X層から出土したと断定できないが、高沢遺跡 (3)ではIX層下部から X層上部で楔形石器、刃部磨製

石斧に関係すると思われる剥片を利用した加工痕のある剥片、小型の剥片類による小規模なブロックが検

出されている。石器に使用された石材は半数が良質の黒曜石（信朴l産か）で、このほか玉髄、凝灰岩、頁

岩がある。白鳥台遺跡 (34) では安山岩製の楔形石器、剥片類では軟質砂岩製の石斧用の砥石を伴ってい

る。城ノ台遺跡 (15)では安山岩製の楔形石器を中心とする石器群が出土している。鎌取遺跡 (8)では

安山岩による台形石器を主体とする環状ブロック群と考えられる石器群と、頁岩製の中規模の石刃石器群

が地点を違えて出土している。また、小金沢貝塚 (29)、馬ノロ遺跡 (14) でも台形石器を含む石器群が

出土している。有吉城跡 (11)では石斧が数点出土しているが、頻繁な刃部再生の後に楔形石器や石核に

転用されている。六通金山遺跡 (32) でも刃部磨製石斧が出土している。神明社裏遺跡 (27)では第 2黒

色帯下半部の上層を中心とした石器群を主体に 6枚の文化層から37か所のブロックが検出され、刃部磨製

石斧や刃部磨製石斧の調整剥片などが出土している。

w層から V層で出土した資料では、太田法師遺跡 (37) とは大金沢支谷から分岐した谷を隔てて東側に

隣接するバクチ穴遺跡 (40)が挙げられる。バクチ穴遺跡では高原山産と考えられる黒曜石や珪質頁岩を

中心とした切出形のナイフ形石器、角錐状石器、掻器などが出土した。そのような石器組成は鎌取遺跡

(8)、小金沢古墳群 (28)、有吉遺跡 (1) などで出土している。小金沢古墳群 (28)、鎌取場台遺跡 (7)

では礫群も見られた。

m層で出土した資料には、有吉遺跡 (1) の第4次調査で1B石器時代終末期に帰属する細身の木葉形を

した槍先形石器を伴うブロックがある。同時期の資料は小金沢古墳群 (28)からも出土しており、槍先形

石器を製作したブロックとして注目される。ムコアラク遺跡 (36)では、樋状剥離をもつ槍先形石器が出

土している。

細石刃石器群の出土例は乏しいが、春日作遺跡 (26)からは嶺岡産珪質頁岩と信州産黒曜石による細石

刃石器群がある。細石刃核は検出されていない。また、椎名崎古墳群B支群 (19)では古墳の墳丘下から

黒曜石による野岳・休場型細石刃核を指標とする細石刃石器群が出土している。六通神社南遺跡 (33)で

は土器出現期に帰属すると考えられる大型の槍先形石器がまとまって出土しており、石器石材の原産地の

分析によると奈良県二上山のサヌカイトや岐阜県の下呂石が含まれている。

東南部地区の南東側には、ちはら台ニュータウン事業地区を中心に旧石器時代の石器群が確認されてい

る。草刈遺跡、草刈六之台遺跡、ナキノ台遺跡などが挙げられる。

草刈遺跡では、武蔵野ローム層XI層から立川ローム層のm層にかけて 7枚の文化層が確認された。草刈

遺跡の武蔵野ローム層XI層から立川ローム層X層最下部にかけて出土した石器は、県内最古の石器群であ

る。 X層から出土した石器群には、嶺岡産珪質頁岩の台形石器や楔形石器などに石斧が伴っている。 VI層

からVII層上部にかけて出土した石器群は、東北産頁岩による石刃石器群、東北産と推定される頁岩と信州

産黒曜石による石刃石器群及び不定型な剥片石器群、房総半島南部産と推定される石材による不定型な剥
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第 2節 遣物の位置と周辺の遺跡

片石器群からなるブロックが存在する。

草刈六之台遺跡では、立川ローム層X層から皿層にかけて文化層が確認された。特にVI層以下の資料が

充実しており、 X層、 rx:層下部、 rx:層上部で確認された文化層からはそれぞれ刃部磨製石斧を含む石器群

が出土している。 rx:層下部では神津島産黒曜石製の大型の台形石器が出土した。rx:層上部では信州産黒曜

石を主体とする石刃石器群に刃部磨製石斧と共に石斧用の砥石を伴って出土しており、草刈遺跡との関係

が想定される。

ナキノ台遺跡では立川ローム層第 2 黒色帯 ( VII層 ~rx:層）を中心に石斧を伴う石器群が出土し、立川口

ーム層ソフトローム層（皿層下部）からハードローム最上層 (N・V層）にかけて多量の焼礫を伴う W層

下部の石器群及びW層から人為的に掘り込まれた遺構として積極的に扱うことには難点があると思われる

が、住居跡の可能性もあると考えられている竪穴状遺構が検出されている。

上記した遺跡の他にも立川ローム層VII層と W層下部の資料を中心とした中永谷遺跡や、ばあ山遺跡では

石刃、槍先形石器などが出土している。

第3節調査の方法と経過（第3・4図）

発掘調査に先行して、公共座標（第IX系）を基準に、調査対象範囲全域に40mx40mの方眼網を設定し

基準点測量を行った。これを大グリ ッドとし、北西に起点を置いて、東西のY軸は西から順にX、Y、Z、
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A、B…F、南北のX軸は北から順に 2、 3、…11と付した。この大グリッドを 4mx4mの小グリッド

100区画に分割し、北西隅を起点に00、01と順に付し南東隅を99とした。従って小グリッドの呼称は、例え

ば3C-50などとなる。

昭和63年度は、台地東側の範囲のうち北東側6,800面を対象に、昭和63年12月5日から平成元年 3月31日

まで確認調査を行った。調査区全域に 2mx2mのグリッドを設定し、立川ローム層下部まで人力で掘削

して石器の有無を確認した。その結果、調査区南西端の台地縁辺部でIII層の 1か所で石器が出土した。本

調査については次年度に行うこととなった。

平成元年度は、台地東側の範囲のうち南側及び北西側と台地西側の一部にかけての範囲の計20,200面を

対象に、平成元年 4月 1日から平成 2年 3月30日まで昭和63年度と同様の方法で確認調査を行った。その

結果、 12か所の石器集中地点を含めた21地点から石器が出土した。石器の出土は、 III層で 1か所、 W層～

v層で13か所、 VI層 ~VII層では 7 か所である。台地東側と西側の一部については、周辺を十分に拡張して

石器の広がりを明らかにして本調査範囲を確定した。本調査は2,418面を対象に平成 2年 3月30日まで行い、

ナイフ形石器・削器・楔形石器・角錐状石器• 石核・礫など、総数2,048点の石器が出士した。

平成 2年度は、台地西側を中心とした範囲の10,000面を対象に、平成 2年 4月2日から同年 9月12日ま

で確認調査を行った。その結果、石器の出土がなかったため調査を終了した。
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第2章旧石器時代

第 1節調査の概要 （第5図）

太田法師遺跡の旧石器時代の調査は、昭和63年度• 平成元年度• 平成 2年度に実施した。調査経緯につ

いては第 1章に記載したが、調査概要は以下のとおりである。
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第5図 太田法師遺跡調杏概要図 (112,000)



第 1節調査の概要

昭和63年度は、 6,800面の調査範囲に対して、 272面の確認調査を実施した。その結果、皿層中で 1か所、

遺物が出土したので144面の本調査区を設定した。

平成元年度は、 20,200面を対象に1,048面の確認調査を実施した。その結果、皿層中から 5か所、 N-------V

層から17か所で遺物が出土したため、 2,418面の本調査区を設定し調査を行った。

平成 2年度は、 10,000面を対象に304面の確認調究を実施したが遺物の出土がなかったため確認調査で終

了した。

本遺跡で検出された石器群は、石器の形態・組成をその分類基準として 3つの文化層に区分される。ま

た、ブロックの中には層序の記録が部分的に欠落したものがあるが、これらについてはブロック中の石器

の内容や出土したレベルから帰属する文化層を決めている。

第2節基本士層（第6図）

本遺跡における立川ローム層の堆積状況は、下総台地で広く観察される基本層序と共通する。 以下、各

層の概略について記す。

皿 層：黄褐色の軟質ローム層である。

N~V層：硬質ローム層である 。 武蔵野台地のW層上部に相当する層は、軟質化して m層に取り込ま

れており、本層は、武蔵野台地w層下部に対応すると考えられる。層の下部は立川ローム

層第 1黒色帯に相当すると思われるがあまり暗い色調ではなく不明瞭である。

VI 層：硬質ローム層で、火山ガラスによって構成されるAT(姶良丹沢火山灰）を含む層である。

厚さは20cm~25cmである 。

vn~rxa 層：上部は硬質ローム層で、第 2 黒色帯上半部に相当する 。 厚さは15cm~30cmである 。 下部は

硬質ローム層で、第 2黒色帯下半部の上層である。赤色、黒色のスコリアを含む。色調が

混在しており明確な分層は不明瞭である。

IX C 層：硬質ローム層で、第 2黒色帯下半部の下層にあたる。

X 層：硬質ローム層で、 IX層に比べて軟質になる。

④ 十
2F 

＋ llF 

2 (80-47グリッド）

皿

1 (5B-07グリッド） ¥I - IV-V  

麟' m , —聖ししロ―~~—聖

3 (8D-63グリッド）

皿

0 (1 / 40) lm 

第6図基本土層図
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第1プロック

第 3節石器群の分布と出土遺物

本遺跡で21ブロックの旧石器出土地点が検出された。文化層は大きく 3つに分けられる。

第 1文化層はVI-Vil層に相当し、 7ブロックが検出された。第 1文化層で出土したブロック群は6D-

lODグリッド及び9Cグリッドから検出された。これらのブロックは同一の舌状台地上に分布しており、南

西へ延びる台地の中央部にほぽ南北に連なって検出された。

第2文化層はN-V層を中心とする層で、 13のブロックが検出された。第 2文化層は大きく分けると 3

地点に分布が分かれる。 1つは第 1文化層と同じ台地上で 2つのブロックが9Cグリッドで検出された。も

う1つは北側調査区の3B・3Cグリッド、 5B・5Cグリッド、 5Eグリッドから検出された 6つのブロックで

ある。いずれのブロックも台地縁辺部に近い台地平坦部から検出されている。他の 1つは7Yグリッドから

まとまった分布を見せて検出された 5つのブロックである。なお、第8ブロックと第14ブロック、第 9ブ

ロックと第10ブロックで、ブロック間接合が見られた。

第3文化層はIII層上面で検出された 1ブロックが相当する。第 1文化層のブロック群が検出された舌状

台地の先端部の緩斜面にかかるlOCグリッドで検出された。

当遺跡においては、ブロックの数が示すように第 2文化層における活動が最も著しい。また、ブロック

の分布は、調査区の南東の大金沢支谷や西側の坂崎支谷に面する台地平坦部に集中する傾向が見られる。

1. 第 1文化層

第 1ブロック（第7・8図、第 1表、図版3・8)

概 要 第 1ブロックは南西から入りこむ大金沢支谷から分枝した支谷に東西の両方から挟まれ南西

に延びる、幅60mで長さが180mほどの舌状台地の基部の、西側の谷に寄った台地平坦部の6Dグリッドに

位置する。石器群は 5mx5mほどの範囲から出土した。出土層位は VI層と Vl[~JXa層の境界付近を中心

に出土している。

ブロックの内容は、ナイフ形石器 1点、微細剥離剥片 1点、剥片16点、砕片13点の計31点である。石材

は黒曜石が26点、珪質頁岩が 1点、ホルンフェルスが4点の総計31点で、黒曜石を主体とするブロックで

ある。

出土遺物 1は黒曜石 1の比較的厚手の横長剥片を素材としたナイフ形石器である。基部及び右側縁に

裏面側から調整加工を施している。

2は黒曜石 1の微細剥離剥片である。礫の自然面を打面として剥離された、断面が三角形の縦長で厚め

の剥片である。端部が折れているが、左側縁の両面側に微細な剥離痕が残る。

第1表 第1ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 ナイフ形石器 微細剥離剥片 剥片 砕片 点数 重量(g) 点数比 重量比
黒曜石1 1 1 11 2 15 29.2 48.4% 44. 6% 

黒曜石 11 11 1. 3 35.5% 2.0% 

珪質頁岩l 1 1 5.4 3.2% 8.3% 

ホルンフェルスl 2 2 25. 9 6.5% 39.6% 

ホルンフェルス2 1 1 3. 1 3.2% 4. 7% 

ホルンフェルス3 1 1 0. 5 3.2% 0.8% 

合計 1 1 16 . 13 31 65.4 100.0% 100. 0% 
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第 1文化層
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第 7図 第 1ブロ ック遺物分布
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第1ブロック

3~7a、 bは剥片である。 3 は黒曜石 1 を素材とした横長で厚手の剥片である。表面の一部に礫の自然

面が見られる。 4は暗灰褐色を呈する珪質頁岩 1で、自然面を打面に持つ剥片である。 5、6は黒曜石 1

の剥片である。 6は打面に調整痕が残る剥片で、打点付近から縦に 2つに割れており、 1.4m離れて出土し

た 2 片が接合した。 1~3 、 5 、 6 の色調は漆黒で透明感はなく、灰白色の央雑物がわずかに入る。 7 は

ホルンフェルス 1の円礫素材から剥がされた厚手で大型の剥片である。自然面が残り、打面を横方向から

加撃して除去している。さらにその面から縦方向に打撃を加えている。 7bはその際に剥離された剥片の一

部と思われる。石材の色調は青灰色である。

八`
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第 8図 第 1ブロック出土石器
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第 1文化層

第2ブロック（第9図、第2表、図版3・8)

概 要 第 1ブロックと同じ台地の、約50m離れた縁辺部の7Dグリッドに位置する。

ブロックの内容は、黒曜石の石刃 1点、チャートの剥片 1点の計2点である。

出土遺物 1点のみ図示した。 1は黒曜石 lの石刃である。縦長剥片で、端部には石材の自然面が残る。

打面、打点を欠き、左側縁には表面側からの刃こぼれ状の細かな剥離痕がある。背稜が2条平行し、連続

的に石刃が剥がされている痕跡を残す。
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第 9図 第2ブロック遺物分布・出土石器

□正r:r戸i「Tr應塾止
50. 0% 

辿
100. 0% 

重且止一
32.8% 

67 2% ---=--
100.0% 

第3ブロック （第10・11図、第 3表、図版3・8)

概 要 第 1、2ブロックと同じ舌状台地の台地平坦部の中央付近で検出された。北西に隣接する第

2ブロックからは約25m、南西に隣接する第4ブロックとは約15mほど離れたSDグリッドに位置する。 SD

-37、46グリッドを中心として東西6m、南北約 2mの範囲に分布する。

ブロックの内容は、 二次加工剥片 1点、微細剥離剥片 1点、石刃 4点、剥片 2点の計8点である。石材

は黒曜石が6点、黒色緻密質安山岩が2点の計8点で、黒曜石を主体とするブロックである。

出土遺物 1~3 は黒曜石 3 の縦長剥片を素材とした石刃である。 1は大型の石刃で、右側縁には基部

から側縁の中程まで、左側縁には基部と中央の間の中央寄りに刃こぼれ状の微細な剥離痕が見られる。ま

た、左側縁の中央部には裏面側からの刃潰し状の剥離痕がある。 2の右側縁の両面には細かな刃こぽれ状
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第 3ブロック

の剥離痕が残る。 3は端部に礫の自然面を残す厚手の剥片で、右側縁の基部側の裏面に微細な剥離痕が見

られる。

4は黒色緻密質安山岩 1の二次加工剥片である。基部側が折れているが、側縁のほぼ全周に表裏両面に

粗い剥離が加えられている。石材の色調は暗灰色を呈する。

5は黒曜石 5の微細剥離剥片である。縦長剥片を素材とし、端部は欠損するが右側縁の裏面側に微細な

剥離痕が見られる。

6は黒曜石 4の石刃、 7は黒曜石 3の縦長剥片である。

1~3 、 7 は透明で央雑物を含まず、わずかに褐灰色に濁った色調を呈する黒曜石 3 である。 6 は透明

であるが、細く黒色鉱物の帯が平行に入り、灰白色の径 3mm~4mmの鉱物が入る。
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第10図 第 3ブロック遺物分布
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第 1文化層
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第11図 第 3ブロック出土石器

第 3表 第 3ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 石刃 二次加工剥片 微細剥離剥片 剥片 点数 重量(g) 点数比 重量比

黒色緻密質安山岩l 1 1 2 5.8 25.0% 17. 7% 

黒曜石3 3 1 4 23.6 50.0% 72. 2% 

黒曜石4 1 1 2. 1 12.5% 6.4% 

黒曜石5 1 1 1. 2 12.5% 3. 7% 

合計 4 1 1 2 8 32. 7 100.0% 100.0% 

第 4 ブロック（第12~26図、第 4 表、図版4·9~11)

概 要 第 1~3 ブロックと同じ舌状台地上の台地中央部に位置し、東西の台地平坦部の幅がわずか

に狭くなる箇所の8Dグリッドで検出された。北東に位置する第 3ブロックとは15mほどの距離である。ブ

ロックは 5mx4mの範囲から集中して出土した。

ブロックの内容は、楔形石器 1点、二次加工剥片5点、微細剥離剥片 2点、石核2点、剥片246点、砕片

106点、礫 l点の計363点である。石材は黒曜石355点、礫石材は砂岩が 1点で黒曜石を主体とするブロック

である。また、原石の大きさが推定可能な礫の自然面を残す接合資料や、礫の自然面を残す剥片等が検出

される事からこのブロックでは、持ち込まれた原石からの剥片剥離作業が行われたことが想起される。

出土遺物 1は黒曜石 7の楔形石器である。両端に表面からの急角度の剥離を加え、右側縁の端部にも

細かな調整加工が見られる。

2は黒曜石9、3·4·7 は黒曜石 7 、 5 は黒曜石、 6 は黒曜石11 、 7 は黒曜石 8 の剥片である。 2~
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第1文化層
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第 1文化層
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第15図 第4ブロック出土石器 (1)
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第4ブロック
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第16図 第4ブロック出土石器 (2)
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第 4ブロック
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第 1文化層
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第19図 第4ブロック出土石器 (5)
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第4ブロック

45 (60-79) 
60 SD -73 -170 
61 SD-73-241 
62 SD -73 -117 
63 SD-73-272 
64 8D-73-55a 
65a SD -73 -3a 
65b SD -73 -36 
65c SD -73 -29a 
66a SD -73 -183 
66b SD-73-82 
66c SD -73 -290 
67 SD -73 -129 
68a SD-73-192 
68b SD-73-40 
68c SD -73 -109 
68d SD -73 -108b 
68e SD -63 -12a 

69a 8D-73-155 
69b 8D-63-22 
70 8D-73-261 
71 8D-73-265 
72 8D-63-23 
73 8D-73-232 
7 4 8D -73 -123 
75 8D-73-141 
76 8D-63-3 
77 8D-73-55b 
78 8D-73-53 
79 8D-73-94 

黒曜石6A
172.0g 

44 (55-79) 

55 SD-73-44 
56 SD-62-2 
57 8D-73-56a 
58 SD-73-199 
59 SD-73-27 
60 SD-73-170 
61 SD-73-241 
62 SD-73-117 
63 SD-73-272 
64 8D-73-55a 
65a 8D-73-3a 
65b SD-73-36 
65c 8D-73-29a 
66a SD -73 -183 
66b SD-73-82 
66c SD -73 -290 
67 SD-73-129 

゜

68a SD-73-192 
68b SD-73-40 
68c SD -73 -109 
68d SD -73 -108b 
68e SD -63 -12a 
69a SD -73 -155 
69b SD -63 -22 
70 SD-73-261 
71 SD-73-265 
72 SD-63-23 
73 SD-73-232 
74 SD-73-123 
75 SD-73-141 
76 SD-63-3 
77 8D-73-55b 
78 SD-73-53 
79 SD-73-94 

黒曜石6A 178.7g 

(2 / 3) 5cm 

第20図 第 4ブロック出土石器 (6)
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第 1文化層

47 (64-79) 
64 SD -73 -55a 69a SD -73 -155 
65a SD-73-3a 69b SD-63-22 
65b SD-73-36 70 SD-73-261 
65c SD-73-29a 71 SD-73-265 
66a SD -73 -1S3 72 SD -63 -23 
66b SD-73-S2 73 SD-73-232 
66c SD-73-290 74 SD-73-123 
67 SD-73-129 75 SD-73-141 
68a SD-73-192 76 SD-63-3 
68b SD-73-40 77 SD-73-55b 
68c SD -73 -109 78 SD -73 -53 
68d SD-73-lOSb 79 SD-73-94 
68e SD -63 -12a 黒曜石6A

160.9g 

゜
(2 / 3) 5cm 

46 (63-79) 
63 8D-73-272 
64 8D-73-55a 
65a 8D-73-3a 
65b 8D-73-36 
65c 8D-73-29a 
66a 8D -73 -183 
66b 8D-73-82 
66c 8D-73-290 
67 8D -73 -129 
68a 8D-73-192 
68b 8D-73-40 
68c 8D-73-109 
68d 8D -73 -108b 
68e SD -63 -12a 

69a SD -73 -155 
69b SD-63-22 
70 SD-73-261 
71 SD-73-265 
72 SD-63-23 
73 SD -73 -232 
7 4 SD -73 -123 
75 SD-73-141 
76 SD-63-3 
77 8D-73-55b 
78 SD-73-53 
79 SD-73-94 

黒曜石6A
164.3g 

48 (65-79) 
65a 8D-73-3a 69a 8D-73-155 
65b 8D-73-36 69b 8D-63-22 
65c 8D-73-29a 70 8D-73-261 
66a 8D-73-183 71 8D-73-265 
66b 8D-73-82 72 8D-63-23 
66c 8D-73-290 73 8D-73-232 
67 8D -73 -129 7 4 8D -73 -123 
68a 8D-73-192 75 8D-73-141 
68b 8D-73-40 76 8D-63-3 
68c 8D-73-109 77 8D-73-55b 
68d 8D-73-108b 78 8D-73-53 
68e 8D-63-12a 79 8D-73-94 

黒曜石6A
160.5g 

第21図 第4ブロック出土石器 (7)



第4ブロック

49 (66-79) 
66a SD-73-183 70 SD-73-261 
66b SD-73-82 71 SD-73-265 
66c SD-73-290 72 SD-63-23 
67 SD-73-129 73 SD-73-232 
68a SD-73-192 74 SD-73-123 
68b SD-73-40 75 SD-73-141 
68c SD-73-109 76 SD-63-3 
68d 8D-73-108b 77 8D-73-55b 
68e 8D-63-12a 78 SD-73-53 
69a SD-73-155 79 SD-73-94 
69b SD-63-22 黒曜石6A

152.2g 

゜
(2 / 3) 

50 (67-79) 
67 SD-73-129 
68a SD-73-192 
68b SD-73-40 
68c SD -73 -109 
68d 8D -73 -108b 
68e 8D-63-12a 
69a SD -73 -155 
69b SD-63-22 
70 SD-73-261 
71 SD-73-265 
72 SD-63-23 
73 SD-73-232 
74 SD-73-123 
75 SD-73-141 
76 SD-63-3 
77 8D-73-55b 
78 SD-73-53 
79 SD-73-94 

黒曜石6A
144.6g 

5cm 

第22図 第4ブロック出土石器 (8)
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第 1文化層

51 (68-79) 
68a SD-73-192 
68b SD-73-40 
68c SD-73-109 
68d 8D-73-108b 
68e 8D-63-12a 
69a SD-73-155 
69b SD-63-22 
70 SD-73-261 
71 SD-73-265 
72 SD-63-23 
73 SD-73-232 
74 SD-73-123 
75 SD-73-141 
76 8D-63-3 
77 8D-73-55b 
78 SD-73-53 
79 SD-73-94 

黒曜石6A
141.6g 

52 (70-79) 
70 8D-73-261 
71 8D-73-265 
72 8D-63-23 
73 8D-73-232 
7 4 8D -73 -123 
75 8D-73-141 
76 8D-63-3 
77 8D-73-55b 
78 8D-73-53 
79 8D-73-94 

黒曜石6A
123.3g 

゜
(2 / 3) 5cm 

第23図 第 4ブロック出土石器 (9)
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第4ブロック

53 (72~79) 
72 SD-63-23 
73 SD-73-232 
74 SD-73-123 
75 SD-73-141 
76 SD-63-3 
77 8D-73-55b 
78 SD-73-53 
79 SD-73-94 

黒曜石6A
111.lg 

゜

77 8D-73-55b 
78 SD-73-53 
79 SD-73-94 

黒曜石6A
77.8g 

(2 / 3) 5cm 

第24図 第 4ブロック出土石器 (10)

第 4表 第 4ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 楔形石器 二次加工剥片 微細剥離剥片 石核 剥片 砕片 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比

黒曜石6 1 33 1 35 178. 7 9.6% 25. 0% 

黒曜石7 1 5 2 1 47 1 57 251. 0 15. 7% 35. 2% 

黒曜石8 1 1 3.4 0.3% 0.5% 

黒曜石9 1 1 8.0 0.3% 1. 1% 

黒曜石10 1 1 6. 1 0.3% 0.9% 

黒曜石11 1 1 3.2 0. 3% 0.4% 

黒曜石12 1 1 12. 7 0.3% 1. 8% 

黒曜石 161 104 265 45.8 73.0% 6.4% 

砂岩Rl 1 1 204. 7 0.3% 28. 7% 

合計 1 5 2 2 246 106 1 363 713.6 100. 0% 100.0% 
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第1文化層
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第25図 第 4ブロック出土石器 (11)
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第 4ブロック

釜

戸り▽
△ 

70 SD-73-261 
剥片

黒曜石6A
O.Sg 

>:>

[口[町□

Ogg:

州

7
3
`

胃
信

ロ
265

バ
71

翫

[

闘

言`
ロ`

こ

こ

72 8D-63-23 
剥片

黒曜石6A
4.2g 

口ーロ姿
75 SD-73-141 

剥片

黒曜石6A
13.5g 

A
 

6
 

63

石

乙
/
口
こ
ー
畷

g
 

4
 

片

曜

剥

黒

u

D
 

8
 

6
 

7
 

“[ 

／ヘ----
7 4 SD -73 -123 

剥片

黒曜石6A
3.lg 

勺

-~-い9
~77 8D-73-55b 

剥片

c::::::::::::, 黒曜石6A
O.lg 

▽亨う
I 

こ 78 : 靡73-53

黒曜石6A
2.5g 

79 SD-73-94 
石核
黒曜石6A
75.2g 

゜
5cm 

第26図 第4ブロック出土石器 (12)
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第 1文化層

4a、bは縦長剥片である。 3の右側縁は角礫の自然面である。 4a、bは素材の自然面を残す縦長剥片で、 2

片に折れたものが接合した。 5は小型の剥片である。 6は黒曜石11の縦長剥片で、端部を欠く。表面の左

側縁の基部側には打面調整痕と思われる剥離痕が残る。 7は礫の自然面を大きく残す剥片で、自然面には

打撃痕がのこる。 8は3片に折れた扁平な剥片で、一部を欠損するがほぼ剥離された時の状態に復元でき

た。表面に礫の自然面が大きく残る。

9 (10------12) は黒曜石 7の接合資料である。 10------12は不定型の剥片である。

13 (14------18) は黒曜石 7の接合資料である。 14------18は平坦な同一の打面から連続して剥離されている。

剥離は17→16→ 14→ 18→ 15の順に、打面上を掲載図の左から右方向へ打点を移動させながら連続して剥片

を剥離している。

19 (20------43) は黒曜石7の接合資料で、 28点が接合した。灰白色の径5mmほどの央雑物が入る黒曜石を

素材とする。 19は打面・打点を90度変えて、縦方向や横方向から剥離作業を行っている。このようにして

剥離された剥片には様々なものが含まれる。 20------23は剥片である。 20は基部を欠く。 23には打面の調整痕

が見られる。 24は二次加工剥片である。縦長で扁平な剥片を素材として、右側縁に裏面から刃潰し状の加

工を施す。 25------28は剥片である。 25は大型の縦長剥片である。 26は不定型の剥片で、折れた 2片 (26a、b)

が接合した。 27、28は厚手の剥片である。 29は微細剥離剥片である。断面三角形を呈する縦長の剥片で、

右側縁の端部に微細な刃こぽれ状の剥離がある。 30a、b、31、33は剥片である。 30a、bは縦長剥片である。

31は断面が菱形を呈する剥片である。左側縁側は縦に折り取られたような形状を呈する。 32は黒曜石の二

次加工剥片である。縦長剥片を素材とし、端部に裏面側から急角度の細かな調整加工を施す。 33は線状の

打面を持つ黒曜石の不定型の剥片である。 34a、b、35は二次加工剥片である。 34は断面三角形を呈する縦

長剥片で、斜めに折れている。 35は右側縁に細かな加工痕があり、右側縁の先端部から端部にかけては折

れており、その部分にも細かな剥離痕が見られる。 36、37、39------42は剥片である。 38は微細剥離剥片であ

る。基部と端部に細かな剥離痕がある。 39は厚手の不定型な剥片である。 40は表面には裏面と反対方向か

らの剥離痕が残る剥片である。 43は石核である。剥片類を剥離した残核で、打面を周回させながら剥片を

剥いだ痕跡が残る。

第20図44(55------79) は黒曜石 6の34点が接合した資料である。角張った礫の自然面が、五面の展開図の

全面に見られることから、原石の一面には台形状の瘤があり、その反対側の面は角錐状に尖った、拳大の

大きさであることがわかる。第20図～第24図は原石からの剥離の順序を追って図化したものである。剥離

作業はまず瘤状の高まりを加撃して除去し、平坦な作業面を作出する。次に45(60------79) に見る平坦な面

の打面調整が主に一方向から行われる。さらにその平坦面を主な作業面として原石の長軸方向への剥片剥

離作業が行われる。この接合資料は、単設の作業面から剥片を剥離する作業が行われた資料である。 55------

78は上記した剥片剥離作業によって生産された剥片である。 79は剥片剥離作業が行われた後の石核である。

第5ブロック（第27・28図、第 5表、図版4・8)

概 要 第 1----4ブロックと同じ舌状台地上の台地先端部に寄った9Cグリッドで検出された。ブロッ

ク内の石器は 2mx3mの範囲に散漫に分布している。

ブロックの内容は、ナイフ形石器 1点、二次加工剥片 1点、石刃 3点、剥片 3点の計8点である。石材

は黒曜石が 1点、硬質頁岩が7点の計8点で、硬質頁岩を主体とするブロックである。
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第 5ブロック

出土遺物 1は黒曜石13の縦長剥片を素材としたナイフ形石器である。先端部を中程から欠損する。打

点部は横位からの打撃により除去されているかもしれない。右側縁の基部側と左側縁には裏面からの急角

度の連続した調整加工を施す。央雑物を含まない透明感のある石材である。

2~4 は石刃である。 2 は明褐灰色を呈し、微細な暗赤褐色の央雑物が入る硬質頁岩 3 の石刃で、微細

な剥離痕が打面の一端に残る。 3は基部と先端部の一部を欠く。裏面には表面から見て右側縁の基部寄り

と左側縁の中央には表面からの刃こぼれ状の微細な剥離痕が残る。色調は暗褐色を呈する。 4a、bは剥が

された石刃が基部から1/3ほどのところで折れたものが2.2m離れた地点から出土して接合した資料で、先

端部も折れて欠損している。左側縁の端部には細かな刃こぼれ状の剥離痕がある。色調は暗赤褐色と暗褐

色が縞状に見られる。

5は二次加工剥片である。硬質頁岩2を素材とした大型の剥片である。表面は右側縁に細かな刃こぽれ

状の剥離痕が見られ、左側縁には刃潰し状の連続した剥離痕が鋸歯状にに残る。石材の色調は褐灰色を呈

し、暗褐灰色の粒状の央雑物がまばらに入る。

に-59

-hc-69 ,..__ 

+@  
（器種別）

＋
 

じ女
閂
/
3

土c-s9 +@  
（母岩別）

• 黒曜石13

O硬質頁岩l

△ 硬質頁岩2

▽ 硬質頁岩3

ロ硬質頁岩4

--k-69 ＋
 ▲ t,. 

◇ ロ

◇ 

◇ 

悶
陪
刊
5

セナイフ形石器

▲二次加工剥片

◇石刃
0~: 

゜
(1 / 80) 4m 

第27図 第 5ブロック遺物分布

第 5表 第 5ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 ナイフ形石器 石刃 二次加工剥片 剥片 点数 重量(g) 点数比 重量比
黒曜石13 1 1 3. 1 12.5% 2.5% 
硬質頁岩l 1 1 2 16. 1 25. 0% 13.2% 

硬質頁岩2 1 1 90.8 12.5% 74. 5% 
硬質頁岩3 1 1 2 3.4 25.0% 2. 8% 
硬質頁岩4 1 1 2 8. 5 25.0% 7. 0% 

合計 1 3 1 3 8 121. 9 100.0% 100. 0% 
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第 1文化層
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第28図 第 5ブロック出土石器
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第6ブロック

第6ブロック （第29図、第 6表、図版4・8)

概 要 第 1~5 ブロックと同じ舌状台地上の第 4 ブロックと第 5 ブロックの中間の台地平坦部の

9Cグリッドに位置する。

ブロックの内容は、石刃 1点と剥片 1点の計2点である。石材は硬質頁岩 1点とチャート 1点である。

出土遺物 1は硬質頁岩5を素材とした大型の石刃である。表面には基部側と端部側からの加撃による

剥離痕が残る。石材の色調は褐灰色を呈する。

R 
チャ・ートニー23

◇ 

硬質頁岩5
◇ 
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(1 / 80) 4m 

刃

片
石

剥

ー
日
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◇
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乙

会

1 9D-23-l 
石刃
硬質頁岩5
19.7g 

゜
(2 / 3) 5cm 

第29図 第6ブロック遺物分布・出土石器

冑「尺
占数比

― 50. 0% 

50 0% ---=----
100.0% 

重量比

91.6% 

8 4% ....:. ― 100. 0% 

概

第7ブロック（第30図、第 7表、図版8)

第 1~6 ブロックと同じ舌状台地上の、台地の先端部に近い、南に大金沢支谷に臨む緩斜面要

部にかかるlODグリッドに位置する。

ブロックの内容は、 ナイフ形石器 l点の単独出土である。石材は黒曜石である。

出土遺物 1は黒曜石14を用いたナイフ形石器である。先端部を欠損する。縦長剥片を素材とし、両側

縁に裏面側から急角度の調整加工を施している。石材は透明感のある央雑物を含まないもので、にぶい赤

褐色を呈する。

第7表 第7ブロック出土石器組成表

黒こ瓢／器種 Iナイフ形石門I点数

合計 1 
l
-
l
 

重量饂L
3 4 ....:..,_ 

3.4 

点壁&_
100 0% __:, ― 100.0% ~ 100. 0% 
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第 2文化層

7wo-o3 ®~ 七,-.
＊ 

黒曜石14

＊ナイフ形石器

1 lOD-03-1 4m 

乙 ナイフ形石器゜
(1/ 80) 

黒曜石14
3.4g 

゜
(2 / 3) 5cm 

第30図 第7ブロック遺物分布・出土石器

2. 第 2文化層

第 8 ブロック（第31~53図、第 8 表、図版 5·12~17)

概 要 第 1文化層の石器群が検出された台地の北側の3B・Cグリッドに分布し、大金沢支谷から分

岐して北へ延びる坂崎谷津に面し、坂崎谷津から台地を浸食して東へ延びる支谷に面した台地縁辺部に位

置する。ブロックは東西40m、南北18mの範囲に拡がっている。ブロック内の石器の分布は大きく弧状を

描くように分布するが、 3B-49グリッドから3B-89グリッドで東西に分けて見ると、ブロック内の東側で

は弧を描くように途切れなく石器が分布している。ブロックの西側では3B-76グリッド、 3B-77・78グリ

ッドを中心とした 2地点に石器が分布している。

ブロックの内容は、ナイフ形石器8点、角錐状石器2点、削器2点、掻器 1点、楔形石器2点、石刃10

点、二次加工剥片23点、微細剥離剥片14点、敲石 3点、石核40点、剥片632点、砕片166点、礫30点の計933

点である。石材は黒色緻密質安山岩23点、トロトロ石28点、流紋岩22点、黒曜石176点、凝灰岩 1点、砂岩

2点、頁岩26点、硬質頁岩23点、珪質頁岩127点、嶺岡頁岩203点、黒色頁岩22点、粘板岩 1点、ホルンフ

ェルス25点、チャート 197点、玉髄28点、礫石材は流紋岩 2点、凝灰岩 l点、砂岩17点、珪質頁岩 1点、安

山岩 6点、ホルンフェルス 1点、チャート 1点が含まれる。なお、 3C-61、70グリッドと210m離れた第

14ブロックの間で接合した。

出土遺物 lは黒曜石30の角錐状石器である。中間から横に 2つに折れている。厚手の剥片を素材とし、

基部側に左右の側縁と表裏から調整加工を加えている。石材は透明感の乏しい黒曜石で、灰白色の央雑物

が入る。

2、 3、 5、 6、 8は縦長剥片を素材とするナイフ形石器である。 2は両側縁に主に裏面側から調整剥

離を加える。右側縁には急角度の剥離を加える。石材は硬質頁岩17で、色調はにぶい灰褐色を呈する。 3は

弓なりに反った剥片を素材とし、剥片の両側縁に 2と同様の調整剥離を加えている。石材は硬質頁岩18で、

色調は灰褐色である。 4は厚手の剥片を素材とし、両側縁の基部に調整加工を施す。石材は透明感のある

灰色を呈する黒曜石25で、央雑物をほとんど含まない。 5は右側縁の基部側には細かな刃こぼれ状の剥離

が、左側縁の基部側には裏面側から急角度の剥離を施す黒曜石16を素材とする。色調は透明に近く、灰色

の縞が薄く入る。 6は左側縁の基部に裏面側から細かな急角度の剥離を加えて調整し、左側縁には刃こぽ

れ状の細かな剥離痕が残る。右側縁の先端部にも細かな剥離痕が見られる。石材は硬質頁岩 9で、色調は

暗褐色を呈する。 7は透明に近い黒曜石を素材とするナイフ形石器の先端部破片である。右側縁に急角度

の調整剥離が施される。 8は斜めに折れたナイフ形石器である。右側縁には裏面側からの急角度の調整剥
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離を加えている。石材は黒曜石16である。

9、10は削器である。 9は断面が三角形を呈する硬質頁岩の厚手の縦長剥片を素材とし、右側縁の中央

から基部にかけて調整加工を加える。また、両端部にも急角度の調整加工が施されていることから彫器の

ような使用もされたものか。石材は硬質頁岩16で、色調は褐灰色で明褐灰色の斑紋が入る。 10は表面に暗

灰色を呈する黒色緻密質安山岩4の礫の自然面を残す剥片を素材とし、左側縁に裏面側から剥離を行って、

鋸歯状の刃部を作出している。

11-15は石刃である。 11は厚手で幅の狭い縦長剥片を素材とした灰褐色を呈し黒褐色の斑紋が入った硬

質頁岩11の石刃である。裏面が大きく湾曲している。 12、15は断面が三角形を呈する石刃である。 12は薄

＜灰色に濁ったような黒曜石21で、基部が折れている。端部の右側縁部には細かな剥離痕が見られ、擦っ

たような微細剥離痕も観察される。 13、14は断面が扁平を呈する石刃である。 13は灰褐色を呈する硬質頁

岩13で、左側縁基部の裏面側に剥離痕が見られ、細かな刃こぽれが見られる。 14は透明に近い黒曜石であ

る。 15は褐灰色を呈する珪質頁岩16の石刃である。

16-27は二次加工剥片である。 16は褐灰色を呈する硬質頁岩11の縦長剥片を素材とし、左側縁の基部側

に細かい剥離を加える。右側縁には鋸歯状の剥離を加える。 17は緑灰色を呈する凝灰岩 1の二次加工剥片

で、端部に自然面を残し、左側縁の裏面側に剥離を加えている。 18は暗褐灰色を呈する嶺岡頁岩22で、左

側縁に裏面側から剥離を加え、端部には細かな剥離痕が見られる。 19は透明に近く、薄く褐灰色の縞が入

る黒曜石16の縦長剥片を素材とする。やや内湾した左側縁の基部側には刃こぽれ状の微細な剥離痕、右側

縁の基部には裏面側からの剥離痕が見られる。 20は嶺岡頁岩62で、右側縁の先端部に裏面から細かな剥離

を加え尖らせている。石材の色調は黄灰色から淡黄色を呈する。 21は暗赤褐色を呈する大型の硬質頁岩 6

の石刃で、両側縁の表裏に細かな剥離痕が見られる。 22は表面に礫面を残す黒曜石23の厚手の縦長剥片を

素材として、左側縁の裏面側に細かな剥離痕が見られる。 23は暗灰色を呈する嶺岡頁岩23を素材とし、右

側縁に細かい調整剥離を加える。 24、25は透明感のある黒曜石の剥片で、 24は右側縁の表裏面側に、 25は

左側縁の表面に細かな剥離痕が見られる。 26は透明感のある黒曜石24の剥片で、左右両側縁の裏面側に細

かな刃こぽれ状の加工を施す。 27は断面が台形状を呈する黒曜石20の縦長剥片である。右側縁に急角度の

細かな加工を施し、左側縁の裏面側には微細な剥離痕が見られる。色調はくすんだ透明感のある薄い灰色

を呈する。

28、29は微細剥離剥片である。 28は褐灰色の地に黄褐色が混じる嶺岡頁岩29の剥片を素材とし、右側縁

の表面側に微細な剥離痕が見られる。 29は暗褐灰色を呈する嶺岡頁岩21の剥片を素材とし、端部から左側

縁にかけての表面側に細かな剥離痕がみえ、その剥離痕には使用によると思われる光沢を有する。

30-57は剥片である。 30は厚手の珪質頁岩2の剥片で、端部に礫の自然面が残り、表面には主に上方か

らの剥離痕が残る。石材の色調は表皮はにぶい黄褐色、内面は淡黄褐色を呈する。 31は暗褐色を呈する硬

質頁岩10の剥片である。 32は透明感のある黒曜石16の縦長剥片で、右側縁には急角度の微細剥離痕が連続

する。 37と40は暗緑灰色を呈する珪質頁岩15の剥片である。 37の左側縁の裏面側には微細な剥離痕があり

基部を欠く。 39は断面が三角形を呈する透明感のある黒曜石16の剥片である。中央の稜から左側縁に向か

って細かな剥離が加えられている。 41-43はくすんだ透明感のある黒曜石の剥片である。 41は端部に礫の

自然面を残し、打面には細かな剥離痕が見られる。 42は表面側に打面調整痕と思われる剥離痕を残す剥片

である。 43は左側縁の裏面側をガジリとして図示したが、急角度の細かい剥離の可能性がある。 44は透明
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第 2文化層

感のある黒曜石22を素材とする剥片で、表面に打面調整痕が残る。 45は暗褐色を呈する硬質頁岩10の剥片

である。右側縁の中央部に微細な剥離痕が残り、左側縁には微細な刃こぽれが観察できる。 46-49はくす

んだ透明感のある黒曜石の不定型な剥片である。 46は黒曜石18、47は黒曜石19、48は黒曜石16、黒曜石そ

の他である。 50は淡黄褐色を呈する玉髄 lの剥片である。 51は黄灰色と暗黄灰色が混じる嶺岡頁岩61の剥

片である。 52はチャート30の剥片である。石材の色調は暗青灰色を呈し、黒灰色の縞が入る。右側縁は節

理面で割れている。 54は暗赤褐色を呈する硬質頁岩10の不定型な剥片である。 55は断面が三角形の細長い

黒曜石20の剥片で、一方の稜には連続して細かな剥離痕が残る。 56a、bは2片に斜めに割れて出土した灰

色を呈する珪質頁岩27の剥片である。鉱物の組成が不均ーで、節理面のある索材である。 57a、b、cはチ

ャート22の剥片である。

58-60は石核である。 58は暗赤褐灰色を呈する珪質頁岩23の石核で、打点を周回させながら不定型の剥

片を生産している。 59は暗赤褐色を呈する硬質頁岩12の石核である。図の上下の面を打面として縦長剥片

を生産している。 60は均ーに薄墨を流したような、僅かに透明感を残し径5mm-7mmの灰色の央雑物が入

る黒曜石26の石核である。図の上下の面を打面として59と同様に剥片の剥離を行っている。

61 (62-65)は灰色を呈する流紋岩 1の接合資料である。 62-64は61に接合した不定型の剥片である。 65

は厚手の剥片である。表面には上下方向からの剥離痕が見られる。

66+67は嶺岡頁岩25、剥片 2点の接合資料である。

68 (70-73)は暗赤褐色を呈する硬質頁岩 7の同一の打面から連続して縦長剥片を剥離している接合資

料である。 69(70+71)は基部が折れた剥片である。 72は両側縁の端部側の下半の表裏に微細な剥離のあ

る剥片である。 73は二次加工剥片で、右側縁の基部側の裏面側に側縁から細かな剥離を加えている。この

1点は210mほど離れた7Y-45グリッドの第14ブロックから出土した。

74 (75+76)は暗灰色を呈するチャート 16の接合資料である。 75、76は厚手で大型の不定型な剥片で、75

は右側縁の基部側の表裏に、 76は右側縁の端部にそれぞれ微細な剥離痕が観察できる微細剥離剥片である。

77 (79-82)、78(79-81)は黄褐色を呈する珪質頁岩6の接合資料である。 77は4片の接合、 78は77か

ら82を分離した図である。 79、80a、b、82は縦長剥片である。 80は横に二つに折れている。 81は不定型な

横長剥片である。 82の表面には裏面とは逆方向からの剥離痕が見られる。 79、80は横方向からの加撃によ

って、 81、82は上方向からの加撃によって剥離されている。

83 (84-91)は表面が黒褐色で内面が灰黄色で暗黄灰色の縞が入る頁岩 1の接合資料である。原石は拳

大の円礫と思われ、表面には礫の自然面が大きく残り、不定型な剥片が生産されている。 84は表面が自然

面の剥片である。 85は二次加工剥片で、右側縁から端部にかけて裏面に細かな調整加工を施す。 86-90は

剥片である。 92(84+85+87)は3片の接合資料である。 93(88 +89)は2片の接合資料である。

94 (95 +96)は暗灰色を呈するチャート 14の接合資料である。 95は断面が三角形を呈する厚手で大型の

縦長剥片である。礫の自然面を打面として剥離している。端部の両側縁には刃こぽれ状の微細な剥離があ

る。 96は95と同一の打面から剥離された縦長剥片である。両側縁の端部に微細な剥離痕が見られる。

97 (98-102)は暗灰色を呈するチャート20の接合資料で、 5片が接合した。上端の自然面をわずかに残

す平坦な面を打面として打点を少しずつ移動しながら剥離を行っている。 100は縦長の不定型な剥片で、左

側縁の裏面側に細かな二次加工を施す。 102がこの接合資料中では最後に剥離された剥片である。

103 (104-106)は暗赤褐色を呈する硬質頁岩 8の剥片である。 3片が接合した。
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□二三:口7~~
85 

~ 

. . . . 

88 3C-61-178 
剥片頁岩IA

9.2g 

92 (84 + 85 + 87) 
頁岩lA

12.0g 

3.5g b 3C -61 -100 

ごニ

いニニ(88+ 89) 頁岩A

12.7g 

第44図 第 8ブロック出土石器 (7)
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94 (95+96) 
チャート 14A
50.4g 

iffiJ 

95 3C-60-9 
微細剥離剥片

チャート14A
33.lg 

亨

96 3B-75-20 
微細剥離剥片

チャート14A
17.3g 

臼

三
98+99 98 3B-65-30 4.lg 

99 3B -75 -15 2.2g 
剥片

チャート20A

□“賓
g
1
0
0
 

言
冒
： ミ

101 3B-69-22 
剥片

チャート20A
6.7g 

5cm 
A
 

20 
卜ャ

紐

チ

12

ニロロ
第45図 第 8ブロック出土石器 (8)

-53-
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恥口
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零□
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103 (104-106) 105 3B-68-5 

亨 ~! 頁岩8A こ ;; 頁岩8A 可

□ 汀〗 ~:; 頁岩1A L6g 珪質頁岩1A

ご107~f:,.-;:~o)~戸 32g

丁工〗 t疇喜□
108 : 靡53-34~

111 (112+113) 

讐頁岩4A こ》~~
三讐頁岩5A

ロニ”/5
こ114 〗;:~-;置）こ

冒°冒'.1>• ~i>
~-·. . \、 ~5.7g

珪質頁岩22A

二〗~117 召l:~:2A~5cm

硬質頁岩8A

5.3g 

第46図 第 8ブロック出土石器 (9)
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7
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謳罰こ
口

戸闘）
119

臼

118 (119~122) 
チャート3A

33.5 

•>
i4e 

120 3B -76 -4a 
剥片

チャート3A
1.9g 

厄三

~ 

~~~ □ 
122 3B-78-79 

石核
チャート3A
25.8g 

121 3B-77-20 
剥片

チャート3A

2.6g 

123 
(124-127) 
流紋岩3A

27.9g 

3C-52-38 
3C-52-27 
3C-52-29 

127 3C-42-13 剥片 0.6g 

冒□三
124 3C-52-38 

剥片

流紋岩3A
5.6g 

二畠□
7
 

A
 

2
 

52

船

＿
片
紋

Og

紀
剥
流

mi

5
 

2
 

ー

二

゜
(2 / 3) 5cm 

第47図 第8ブロック出土石器 (10)
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126 3C -52 -29 
剥片

流紋岩3A

11.7g 
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冒

直

山
6
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-

＿
片
ャ
靱

昭

剥

チ

34

，
 

2
 

ー

口

128 (129+ 130) 
チャート34A
48.6g 

~ 

こニニ::=::>130 円~5 トー:4A
13.Sg 

口

゜
(2 / 3) 

132 3C-60-19 
剥片
チャート 13A

5cm 26.9g 

131 (132 + 133) 
チャート13A
76.Sg 

133 3C-60-22 
石核
チャート 13A
49.9g 

第48図 第 8ブロック出土石器 (11)



第 8ブロック

｀ 

134 (135~139) 
チャート4A
80.9g 

こ

~ 

羹三
137 3B -78 -102 

剥片

チャート4A
0.6g 

乙

△乙
138 3B-77-54a 

剥片

チャート4A
0.2g 

135 3B-78-71 
剥片

チャート4A
22.4g 

136 3B -78 -104 
剥片

チャート4A
14.Sg 

139 3B-78-101 
石核

チャート4A
42.9g 

゜
(2 / 3) 5cm 

第49図 第8ブロック出土石器 (12)
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鸞~ ~ 

ff!P~ 冒140 (141 + 142) - >(ij
長ニア 6.4g 

チャート20B ~ 夏~ 143 (144+145) 今 144 ?~;;;5A 

~-@~>
ご胃て胃:頁岩15A 乞 0.4g

~ 1 4 1 『トー:" . . . . . ・ . . ・. . . ・. ・ . r , .2 !F トー:B >>□ 

~ 塁戸

145 3C-71-7 
石刃
硬質頁岩15A
0.8g 

疇

＜ 
147 3C-60-33 

剥片

嶺岡頁岩SA
17.6g 

1

2

A

 

8
 

＿

岩

g
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ー

口

巳:戸
↑
い
雙
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•>[

゜
(2 / 3) 5cm 

150 3C -60 -17 
石核

嶺岡頁岩SA
32.0g 

第50図 第 8ブロック出土石器 (13)
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151 (152+153) 
嶺岡頁岩25A
143.2g 

こ
152 3B-65-44 

剥片

嶺岡頁岩25A
21.9g 

153 3B -66 -35 
石核

嶺岡頁岩25A
121.3g 

゜
(2 / 3) 5cm 

第51図 第 8ブロック出土石器 (14)

107 (108~110) は黄褐色を呈する珪質頁岩 4 の接合資料である。小円礫の一端に横位からの打撃を加え

て平坦な打面を作出し、その打面を作業面として連続して剥離作業を行っている。 1os~110は107を単体に
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154 (156-159) 
3C-60-l 
3C-50-29 
3C-60-58 
3C-60-31 
黒色頁岩lA
197.3g 

〗~~
156 3C-60-l 

剥片

黒色頁岩lA
. 6.0g 

・ ・．、．
．` 

1 55 (156 + 158 + 159) 
黒色頁岩lA
175.4g 

,.. . ... 

157 3C-50-29 
剥片

黒色頁岩lA
21.9g 

158 3C-60-58 
剥片

黒色頁岩lA
34.5g 

゜
(2 / 3) 5cm 

第52図 第 8ブロック出土石器 (15)
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゜
(2 I 3) 5cm 

160、161は砕けた剥片群の接合汽科
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．
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ぷ

8
 

、
.
t

ベ
ぃT

、
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戸

、、や心い。合い

轟

159 3C-60-31 
石核

Uし色頁岩IA
134.9g 

160 38-60-27 剥片
38-66-14 チャートSA
38-75-12 31.3g 
38-75-25 

161 3B-78-20 剥片
3B-77-58 悧岡n岩26!¥
3B-68-1 83.Sg 
3B-77-22 
3B-56-75 
3B-77-48 
3B-77-46 

5cm 

第53図 第 8プロック出土石器 (16)
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分離したもので、 3片とも剥片である。

111 (112 + 113)は珪質頁岩 5の接合資料である。 112は113よりも先に剥離されているが打撃の方向は斜

め上方からである。

114 (115-117)は表面が褐色で、内面が緑灰色を呈する珪質頁岩22の接合資料である。 3片が接合した。

節理面が縦横に入り、意図した剥片が剥がしずらい石材である。 117は剥片素材の石核で、この石核から

116が剥がされている。

118 (119-122)は黒灰色を呈するチャート 3の接合資料である。礫の上面は節理面で、その面で割れて

いる。剥離作業は図の上下方向、横方向というように打面を周回させながら行われている。 119、120は斜

め上方から、 121は節理面を打面として剥離されている。また、 120の図の下端には細かな剥離痕が見られ

る。 122は剥片 (119-121)が剥離された後の石核である。打点、打面を頻繁に変えて剥離が行われている。

123 (124-127)は灰色を呈する流紋岩 3の接合資料である。円礫の自然面を一面に残す。不定型な剥片

が生産されている。

128 (129 + 130)はチャート34の接合資料である。角張った礫の角部分の接合で、上面に横方向からの剥

離を加えて平坦な面を形成し、その面を打面として剥離作業を行っている。石材の色調は灰黄褐色から黒

灰色を呈し、剥離面はゴツゴツしている。 129は厚手で不定型の剥片である。 130は剥片である。

131 (132 + 133)は暗灰色を呈するチャート 13の接合資料である。円礫の上下方向、横方向など打点・

打面を周回させながら不定型の剥片を剥離している。 132は133から剥離された厚手の不定型な剥片である。

133は石核である。礫の自然面を一面に多く残し、横方向、縦方向から剥離作業を行って不定型な剥片を生

産している。

134 (135-139)は黒灰色を呈するチャート 4の接合資料で、 5片が接合した。 135-138は不定型な剥片

である。 139は石核で、打面・打点を周回させながら剥片剥離作業を行っている。

140 (141+142)は暗灰色を呈するチャート20の接合資料である。円礫の自然面を打面として剥離が行わ

れている。

143 (144 + 145)は暗褐色を呈する硬質頁岩15を素材とする石刃の接合資料である。 144は基部を欠くが

145と同一の打面から剥離されたものと思われる。

146 (147-150)は嶺岡頁岩8の接合資料である。 147→148→ 149の順に剥離されているが、148が剥離さ

れた後に149が剥離される間に打面を変えての剥片剥離作業が行われている。 147は厚手の剥片である。

148は掻器である。厚手の剥片を素材とし、両側縁の裏面側に調整加工を施す。 149は二次加工剥片である。

左側縁の中ほどに粗い調整加工を加える。 150は石核である。打点・打面を周回させながら不定型の剥片が

生産されている。

151 (152 + 153)は表面は灰褐色で内面が暗灰色を呈する嶺岡頁岩25の接合資料である。 152は153から剥

離された厚手の剥片である。 153は石核である。拳大の円礫の上下両面に打面を設け、それに直交する方向

からも剥離作業を行っている。石核の一面には大きく自然面を残す。原石には節理面があり、剥離面はゴ

ツゴツしている。

154 (156-159) は灰色を呈する黒色頁岩 1の接合資料である。 4片が接合した。剥離の順序は

157→ 158→ 156の順で、157を剥離した後にその剥離面を打面として158と156を剥離している。 159は石核で

ある。角の張った円礫で、片面に自然面を大きく残す。掲載図上面の表裏から交互に剥片を剥いでいる。
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第8ブロック

第 8表 第 8ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 ナイフ形石器 角錐状石器 削器 掻器 楔形石器 石刃 二次加工剥片 微細剥離剥片 敲石 石核 剥片 砕片 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比

黒色緻密質安山岩 2 5 5 13.0 0.5% 0.2% 
黒色緻密質安山岩 3 1 1 1. 9 0. 1% 0.0% 
黒色緻密質安山岩 4 1 1 41. 0 0. 1% 0. 5% 
黒色緻密質安山岩 5 7 3 10 12.8 1. 1% 0.2% 
黒色緻密質安山岩 6 1 1 2. 1 0. 1% 0.0% 
黒色緻密質安山岩 7 1 1 4.6 0. 1% 0. 1% 
黒色緻密質安山岩 8 1 1 2 0. 7 0.2% 0.0% 
黒色緻密質安山岩 9 1 1 5.4 0. 1% 0. 1% 
黒色緻密質安山岩 10 1 1 0.4 0. 1% 0.0% 
トロトロ石1 4 4 72.2 0.4% 0.9% 
トロトロ石2 2 2 16.6 0. 2% 0.2% 
トロトロ石3 ， ， 55.0 1.0% 0. 7% 
トロトロ石4 3 3 8. 1 0.3% 0.1% 
トロトロ石5 1 1 14.0 0. 1% 0.2% 
トロトロ石6 1 1 1. 6 0. 1% 0.0% 
トロトロ石 8 8 1. 4 0.9% 0.0% 
流紋岩1 4 4 16.9 0.4% 0.2% 
流紋岩2 1 1 4. 1 0. 1% 0. 1% 
流紋岩3 4 4 27.9 0.4% 0. 3% 
流紋岩4 3 3 56. 5 0.3% 0. 7% 
流紋岩5 1 1 88.4 0.1% 1. 1% 
流紋岩6 3 1 4 4.5 0.4% 0. 1% 
流紋岩7 1 1 2.0 0. 1% 0.0% 
流紋岩8 3 3 7.4 0.3% 0. 1% 
流紋岩9 1 1 11. 5 0. 1% 0. 1% 
黒曜石15 3 3 8. 7 0.3% 0. 1% 
黒曜石16 2 1 ， 3 15 18.0 1. 6% 0.2% 
黒曜石17 2 2 6.2 0.2% 0. 1% 
黒曜石18 1 1 5.5 0. 1% 0. 1% 
黒曜石19 1 1 2.8 0. 1% 0.0% 
黒曜石20 1 1 2 2.3 0.2% 0.0% 
黒曜石21 1 1 3.0 0. 1% 0.0% 
黒曜石22 1 1 2.3 0. 1% 0.0% 
黒曜石23 1 1 8. 1 0. 1% 0. 1% 
黒曜石24 1 1 0.4 0. 1% 0.0% 
黒曜石25 1 1 5.4 0. 1% 0. 1% 
黒曜石26 1 1 2 33.9 0.2% 0.4% 
黒曜石27 1 7 4 12 18.0 1. 3% 0.2% 
黒曜石28 4 4 13.4 0.4% 0.2% 
黒曜石29 1 1 0.6 0. 1% 0.0% 
黒曜石30 2 2 10.5 0.2% 0. 1% 
黒曜石31 3 3 3.0 0.3% 0.0% 
黒曜石32 1 2 3 2.0 0.3% 0.0% 
黒曜石33 2 2 4.8 0.2% 0. 1% 
黒曜石 2 1 3 39 73 118 46. 7 12.6% 0.6% 
凝灰岩l 1 1 35.2 0. 1% 0.4% 
砂岩l 1 1 857. 7 0. 1% 10.6% 
砂岩2 1 1 274.5 0. 1% 3.4% 
頁岩l 1 18 3 22 56.2 2.4% 0. 7% 
頁岩 1 3 4 0.6 0.4% 0.0% 
硬質頁岩6 1 1 71. 3 0. 1% 0.9% 
硬質頁岩7 1 2 3 9.4 0.3% 0. 1% 
硬質頁岩8 3 3 6.4 0.3% 0. 1% 
硬質頁岩9 1 1 2 5. 7 0.2% 0. 1% 
硬質頁岩10 3 3 26.2 0.3% 0.3% 
硬質頁岩11 1 1 2 19. 5 0.2% 0. 2% 
硬質頁岩12 1 1 19. 1 0. 1% 0.2% 
硬質頁岩13 1 1 5.4 0. 1% 0. 1% 
硬質頁岩14 1 1 0.3 0. 1% 0.0% 
硬質頁岩15 2 2 1. 2 0.2% 0.0% 
硬質頁岩16 1 1 13.4 0.1% 0.2% 
硬質頁岩17 1 1 4.5 0. 1% 0. 1% 
硬質頁岩18 1 1 4.9 0. 1% 0. 1% 
硬質頁岩19 1 1 1. 7 0. 1% 0.0% 
珪質頁岩2 1 1 2 101. 5 0.2% 1. 3% 
珪質頁岩3 2 2 16.2 0.2% 0.2% 
珪質頁岩4 4 4 13. 1 0.4% 0.2% 
珪質頁岩5 5 5 13.9 0.5% 0.2% 
珪質頁岩6 5 5 8.8 0.5% 0. 1% 
珪質頁岩7 1 1 2.8 0.1% 0.0% 
珪質頁岩8 3 3 5.0 0.3% 0. 1% 
珪質頁岩10 1 1 2.4 0. 1% 0.0% 
珪質頁岩11 2 2 12.0 0.2% 0. 1% 
珪質頁岩12 1 1 5.6 0. 1% 0. 1% 
珪質頁岩13 2 2 5.3 0.2% 0. 1% 
珪質頁岩14 3 3 7. 1 0.3% 0. 1% 
珪質頁岩15 4 4 5.6 0.4% 0. 1% 
珪質頁岩16 1 1 0.5 0. 1% 0.0% 
珪質頁岩17 1 1 3.5 0. 1% 0.0% 
珪質頁岩18 1 1 2.0 0. 1% 0.0% 
珪質頁岩19 2 3 5 4.8 0.5% 0. 1% 
珪質頁岩20 1 1 2 8.3 0.2% 0. 1% 

珪珪質質頁頁岩21 1 1 13.0 0. 1% 0.2% 
岩22 1 2 3 20. 7 0.3% 0.3% 



第 2文化層

母岩名／器種 ナイフ形石器 角錐状石器 削器 掻器 楔形石器 石刃 二次加工剥片 微細剥離剥片 敲石 石核 剥片 砕片 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比

珪質頁岩23 1 1 55. 0 0. 1% 0. 7% 

珪質頁岩24 6 6 59.8 0.6% 0. 7% 

珪質頁岩25 1 1 2 70. 1 0.2% 0.9% 

珪質頁岩26 1 2 3 44. 1 0. 3% 0.5% 

珪質頁岩27 2 2 17.6 0.2% 0.2% 

珪質頁岩28 4 4 26.6 0.4% 0.3% 

珪質頁岩29 1 1 1.4 0. 1% 0.0% 

珪質頁岩30 2 2 9.9 0.2% 0.1% 

珪質頁岩31 1 1 7.0 0. 1% 0. 1% 

珪質頁岩32 1 1 5.6 0. 1% 0.1% 

珪質頁岩33 1 1 1. 7 0. 1% 0.0% 

珪質頁岩34 2 2 10. 5 0.2% 0. 1% 

珪質頁岩 1 26 25 52 32.8 5.6% 0.4% 

嶺岡頁岩1 1 1 12.0 0.1% 0.1% 

嶺岡頁岩2 1 1 21. 8 0. 1% 0.3% 

嶺岡頁岩3 2 2 21. 3 0.2% 0.3% 

嶺岡頁岩4 1 1 18. 1 0. 1% 0.2% 

嶺岡頁岩5 1 1 20.9 0. 1% 0.3% 

嶺岡頁岩6 1 1 5.8 0. 1% 0. 1% 

嶺岡頁岩7 1 2 3 50. 7 0.3% 0.6% 

嶺岡頁岩8 1 1 1 1 4 66.0 0.4% 0.8% 

嶺岡頁岩9 1 2 3 37.8 0.3% 0.5% 

嶺岡頁岩10 1 1 2 91. 5 0.2% 1. 1% 

嶺岡頁岩11 4 4 28.6 0.4% 0.4% 

嶺岡頁岩12 4 4 14.8 0.4% 0.2% 

嶺岡頁岩13 1 1 4. 1 0. 1% 0. 1% 
嶺岡頁岩14 5 5 51. 5 0.5% 0.6% 

嶺岡頁岩15 2 3 5 33.9 0.5% 0.4% 

嶺岡頁岩16 1 1 3 5 25.0 0.5% 0.3% 

嶺岡頁岩17 1 1 7. 7 0. 1% 0.1% 

嶺岡頁岩18 2 2 9.0 0.2% 0. 1% 

嶺岡頁岩19 2 2 8.9 0.2% 0.1% 

嶺岡頁岩20 1 1 21. 4 0. 1% 0.3% 

嶺岡頁岩21 1 1 2 22. 1 0.2% 0.3% 

嶺岡頁岩22 1 1 5.6 0. 1% 0.1% 

嶺岡頁岩23 1 1 5.8 0. 1% 0. 1% 

嶺岡頁岩24 1 1 7.9 0. 1% 0. 1% 

嶺岡頁岩25 1 2 12 15 215.6 1. 6% 2. 7% 

嶺岡頁岩26 23 23 123.9 2.5% 1. 5% 

嶺岡頁岩27 2 2 21. 6 0.2% 0.3% 

嶺岡頁岩28 5 1 6 11. 3 0.6% 0. 1% 

嶺岡頁岩29 1 10 11 43.0 1. 2% 0.5% 

嶺岡頁岩30 3 3 13.9 0. 3% 0.2% 

嶺岡頁岩31 2 1 3 34.5 0. 3% 0.4% 

嶺岡頁岩32 2 2 21. 2 0.2% 0.3% 

嶺岡頁岩33 1 1 58.9 0. 1% 0. 7% 

嶺岡頁岩34 1 1 25.9 0. 1% 0.3% 

嶺岡頁岩35 1 1 2 7.5 0.2% 0. 1% 

嶺岡頁岩36 1 1 15.4 0. 1% 0.2% 

嶺岡頁岩37 1 1 20.1 0. 1% 0.2% 

嶺岡頁岩38 2 2 3.8 0.2% 0.0% 

嶺岡頁岩39 1 1 2. 1 0. 1% 0.0% 

嶺岡頁岩40 2 2 6.4 0.2% 0. 1% 

嶺岡頁岩41 1 1 26.2 0. 1% 0.3% 

嶺岡頁岩42 2 2 5.8 0.2% 0.1% 

嶺岡頁岩43 2 2 13. 1 0. 2% 0.2% 

嶺岡頁岩44 1 1 8.4 0. 1% 0. 1% 

嶺岡頁岩45 1 1 28.9 0. 1% 0.4% 

嶺岡頁岩46 1 1 8.8 0. 1% 0. 1% 

嶺岡頁岩47 1 1 6.2 0. 1% 0. 1% 

嶺岡頁岩48 1 1 4.5 0. 1% 0. 1% 

嶺岡頁岩49 2 2 5.2 0.2% 0.1% 

嶺岡頁岩50 2 2 8.5 0.2% 0. 1% 

嶺岡頁岩51 1 1 15.5 0. 1% 0.2% 

嶺岡頁岩52 3 3 12. 7 0.3% 0.2% 

嶺岡頁岩53 1 1 17.4 0. 1% 0.2% 

嶺岡頁岩54 1 1 5.3 0. 1% 0. 1% 

嶺岡頁岩55 4 4 2.3 0.4% 0.0% 

嶺岡頁岩56 1 1 13.9 0. 1% 0.2% 

嶺岡頁岩57 1 1 39.5 0. 1% 0.5% 

嶺岡頁岩58 1 1 4.9 0. 1% 0.1% 

嶺岡頁岩59 1 1 3. 7 0. 1% 0.0% 

嶺岡頁岩60 1 1 3.8 0. 1% 0.0% 

嶺岡頁岩61 1 1 8.0 0. 1% 0. 1% 

嶺岡頁岩62 1 1 4.0 0. 1% 0.0% 

嶺岡頁岩 39 3 42 47.2 4. 5% 0.6% 

黒色頁岩l 1 3 4 197.3 0.4% 2.4% 

黒色頁岩2 1 1 4. 1 0. 1% 0. 1% 

黒色頁岩3 1 3 4 35.0 0.4% 0.4% 

黒色頁岩4 2 2 5. 1 0.2% 0. 1% 

黒色頁岩5 1 1 3.9 0. 1% 0.0% 

黒色頁岩6 1 1 3. 7 0. 1% 0.0% 

黒色頁岩7 3 3 15.0 0. 3% 0.2% 

黒色頁岩 5 1 6 2.0 0.6% 0.0% 



第8ブロック

母岩名／器種 ナイフ形石器 角錐状石器 削器 掻器 楔形石器 石刃 二次加工剥片 微細剥離剥片 敲石 石核 剥片 砕片 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比

粘板岩 1 1 3.8 0. 1% 0.0% 
ホルンフェルス4 3 3 13. 1 0.3% 0.2% 
ホルンフェルス5 1 1 2 27.8 0.2% 0.3% 
ホルンフェルス6 3 3 7.0 0.3% 0. 1% 
ホルンフェルス7 2 2 12.3 0.2% 0.2% 
ホルンフェルス8 3 3 4. 1 0.3% 0. 1% 
ホルンフェルス9 2 2 2.4 0.2% 0.0% 
ホルンフェルス10 1 1 7.5 0. 1% 0. 1% 
ホルンフェルス11 1 1 17.6 0. 1% 0.2% 
ホルンフェルス12 1 1 6.9 0. 1% 0. 1% 
ホルンフェルス13 1 1 1. 9 0. 1% 0.0% 
ホルンフェルス14 1 1 2.6 0. 1% 0.0% 
ホルンフェルス15 1 1 2 20.6 0.2% 0. 3% 
ホルンフェルス16 1 1 4. 1 0. 1% 0. 1% 
ホルンフェルス 2 2 0.2 0.2% 10.0% 
チャート 1 1 1 2. 7 0. 1% 0.0% 
チャート2 2 2 21. 3 0.2% 0.3% 
チャート3 1 3 4 33.5 0.4% 0.4% 
チャート4 1 4 5 80.9 0.5% 1. 0% 
チャート5 2 2 12. 7 0.2% 0.2% 
チャート6 1 1 12.4 0. 1% 0.2% 
チャート7 2 2 28.9 0.2% 0.4% 
チャート8 4 4 31. 3 0.4% 0.4% 
チャート9 1 1 18.4 0. 1% 0.2% 
チャート 10 2 2 2. 7 0.2% 0.0% 
チャート 11 1 1 2. 7 0. 1% 0.0% 
チャート 12 2 2 1. 7 0.2% 0.0% 
チャート 13 1 1 2 76.8 0.2% 1. 0% 
チャート 14 2 1 3 67.2 0.3% 0.8% 
チャート 15 1 1 87. 7 0. 1% 1. 1% 
チャート 16 2 2 74. 7 0.2% 0.9% 
チャート 17 1 1 7.0 0. 1% 0. 1% 
チャート 18 1 1 14.2 0. 1% 0.2% 
チャート 19 3 3 16.8 0.3% 0.2% 
チャート20 1 1 7 ， 48.9 1. 0% 0.6% 
チャート21 1 1 15.8 0. 1% 0.2% 
チャート22 3 3 7.9 0.3% 0. 1% 
チャート23 2 2 5.2 0.2% 0. 1% 
チャート24 5 5 25.8 0.5% 0.3% 
チャート25 2 2 15.5 0.2% 0.2% 
チャート26 1 1 20.0 0. 1% 0.2% 
チャート27 1 1 4.4 0. 1% 0. 1% 
チャート28 1 1 7.4 0. 1% 0. 1% 
チャート29 1 1 49.2 0. 1% 0.6% 
チャート30 2 1 41 2 46 480. 1 4.9% 5.9% 
チャート31 1 1 12.0 0. 1% 0. 1% 
チャート32 3 1 4 96.8 0.4% 1. 2% 
チャート33 1 1 38.8 0. 1% 0.5% 
チャート34 2 2 48.6 0.2% 0.6% 
チャート35 1 1 7.4 0. 1% 0. 1% 
チャート45 1 1 119. 5 0. 1% 1. 5% 
チャート 53 22 75 67. 7 8.0% 0.8% 
玉髄l 1 1 2.8 0. 1% 0.0% 
玉髄2 1 1 52.9 0. 1% 0. 7% 
王髄3 1 1 71. 1 0. 1% 0.9% 
玉髄4 1 5 6 18.8 0.6% 0.2% 
玉髄5 1 1 7. 1 0. 1% 0.1% 
玉髄6 2 1 3 2.0 0.3% 0.0% 
玉髄7 1 10 11 37.4 1. 2% 0.5% 
玉髄 1 3 4 2.2 0.4% 0.0% 
流紋岩Rl 1 1 152. 1 0. 1% 1. 9% 
流紋岩R2 1 1 62.9 0. 1% 0.8% 
凝灰岩Rl 1 1 76.3 0. 1% 0.9% 
砂岩R2 1 1 196.4 0. 1% 2.4% 
砂岩R3 1 1 82.5 0. 1% 4.0% 
砂岩R4 2 2 45. 1 0.2% 0.6% 
砂岩R5 1 1 2. 1 0. 1% 0.0% 
砂岩R6 1 1 65.8 0. 1% 0.8% 
砂岩R7 2 2 59. 1 0.2% 0. 7% 
砂岩RS 2 2 1. 6 0.2% 0.0% 
砂岩R9 1 1 63.6 0. 1% 0.8% 
砂岩RlO 2 2 11. 5 0.2% 0. 1% 
砂岩Rll 1 1 5.0 0. 1% 0.1% 
砂岩R12 1 1 0.8 0. 1% 0.0% 
砂岩R13 1 1 133. 1 0. 1% 1. 6% 
砂岩R14 1 1 106.2 0. 1% 1. 3% 
珪質頁岩Rl 1 1 1. 3 0. 1% 0.0% 
安山岩 Rl 1 1 14.6 0. 1% 0.2% 
安山岩 R2 3 3 323.0 0.3% 4.0% 
安山岩 R3 1 1 107.0 0. 1% 1. 3% 
安山岩 R4 1 1 95.3 0. 1% 1. 2% 
ホルンフェルスRl 1 1 28.6 0. 1% 0.4% 
チャートRl 1 1 1. 1 0. 1% 0.0% 

合計 8 2 2 1 2 10 23 14 3 40 632 166 30 933 8076.0 100.0% 100.0% 



第 2文化層

第 9 ブロック（第54~55図、第 9 表、図版 5·18·20)

概 要 第 1文化層の石器群が検出された台地の北側、大金沢支谷から分岐して北へ延びる坂崎谷津

に面した台地の谷頭に近い台地平坦部の5Cグリッドに位置する。ブロックは北東から南西へ等高線に沿う

9mx2mの範囲に細長く散漫に分布する。ように、

ブロックの内容は、二次加工剥片 2点、楔形石器 1点、剥片 6点、砕片 4点の計13点である。石材は黒

色緻密質安山岩7点、黒曜石 1点、流紋岩 2点、珪質頁岩 1点、黒色頁岩2点である。
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第9ブロック

出土遺物 1は灰白色を呈する黒色頁岩8の楔形石器である。端部に礫の自然面を残し、打面に表裏か

ら加撃を加えて刃部としている。

2は黒曜石34の二次加工剥片である。断面が三角形を星する縦長剥片を素材とし、左右の側縁の基部と

左側縁の端部に微細な剥離を加えている。一部に礫の自然面を残す。石材は透明感があり央雑物をほとん

ど含まない、薄い暗赤褐色を呈する。 3も二次加工剥片である。右側縁の裏面側と端部に微細な剥離を加

えている。石材は灰白色を呈し、黒色やガラス質の鉱物が粒子状に入る流紋岩10である。

4-----9は剥片である。 4は灰色を呈する黒色頁岩 9の大型の剥片である。 5と6は暗灰色を呈する黒色

緻密質安山岩11の剥片で、自然面を残す。 6は基部側が折れている。

7 (8 + 9) は灰色を呈する珪質頁岩35の厚手の剥片の接合資料である。 8は横長剥片で、第 9ブロッ

クから出土した。 9は西へ約15m離れた第10ブロックから出土した剥片で、ブロック間で接合した資料で

ある。
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第55図 第9ブロック母岩別分布

第9表 第9ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 二次加工剥片 楔形石器 剥片 砕片 点数 重量(g) 点数比 重量比
黒色緻密質安山岩11 4 4 8.9 30.8% 19.0% 

黒色緻密質安山岩12 3 3 0.8 23. 1% 1. 7% 
黒曜石34 1 1 3.0 7. 7% 6.4% 
流紋岩10 1 1 2 3.4 15.4% 7.3% 
珪質頁岩35 1 1 1. 4 7. 7% 3.0% 
黒色頁岩8 1 1 12. 7 7. 7% 27. 1% 

黒色頁岩9 1 1 16.6 7. 7% 35.5% 
合計 2 1 6 4 13 46.8 100.0% 100.0% 
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第 2文化層
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第10ブロック

第10ブロック（第57・58図、第10表、図版5・18)

概 要 第 1文化層の石器群が検出された台地の北側、大金沢支谷から分岐して北へ延びる坂崎谷津

に面した台地の谷頭に近い、台地の緩傾斜部にかかる5Bグリッドから検出された。ブロックは、 6mX2

mの範囲に東西方向に細長く分布する。

ブロックの内容は、楔形石器 1点、剥片 6点、砕片 1点の計8点である。石材は黒色緻密質安山岩5点、

凝灰岩 1点、珪質頁岩 1点、ホルンフェルス 1点である。
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第 2文化層

出土遺物 1は暗灰色を呈する黒色緻密質安山岩15の楔形石器である。側縁に素材の礫の自然面を残し、

上下両端からの打撃による剥離が表裏両面に残り、表面の下端部が破損している。

2 -----6は剥片である。 2は暗緑灰色を呈する凝灰岩2の大型で扁平な剥片である。礫の自然面を打面と

し、連続して剥離された剥片である。側縁の一部にも礫面が残り、端部は蝶番状を呈する。 3は暗灰色を

呈する黒色緻密質安山岩14の小円礫の剥片である。 4は暗灰色を呈する黒色緻密質安山岩13の剥片である。

表裏両面にポジティブ面が残る扁平な剥片である。 5は暗灰色を呈する黒色緻密質安山岩14の礫の自然面

を残す剥片で、端部には打面と逆方向からの剥離痕が見られる。 6は暗灰色を呈するホルンフェルス17の

剥片である。厚手で断面が三角形を呈する縦長剥片である。
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第58図 第10ブロック出土石器

第10表 第10ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 楔形石器 剥片 砕片 点数 重量(g) 点数比 重量比
黒色緻密質安山岩13 1 1 4.3 12. 50% 6.07% 

黒色緻密質安山岩14 2 1 3 13. 5 37.50% 19. 07% 

黒色緻密質安山岩15 1 1 5.9 12. 50% 8.33% 

凝灰岩2 1 1 27.3 12.50% 38.56% 

珪質頁岩35 1 1 8.2 12. 50% 11. 58% 

ホルンフェルス17 1 1 11. 6 12.50% 16.38% 

合計 1 6 1 8 70.8 100.00% 100.00% 
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第11ブロック

第11 ブロック（第59~63図、第11表、図版 6·18·20)

概 要 第 1文化層の石器群が検出された台地の北側、大金沢支谷から分岐して北へ延びる坂崎谷津

に面した台地の谷頭に近い台地平坦部の5B・Cグリッドに位置する。北側に位置する第9. 第10ブロック

とは各20mほどの距離にある。この 3ブロックは坂崎谷津から浸入する支谷の谷頭を取り巻くように分布

している。第11ブロックは 8mx6mほどの範囲に分布する。

ブロックの内容は、ナイフ形石器 1点、楔形石器4点（接合 1点を含む）、石核 5点、剥片33点、砕片

2点、礫3点の計48点である。石材は流紋岩10点、黒色緻密質安山岩 5点、珪質頁岩7点、黒色頁岩 1点、

ホルンフェルス15点、チャート 7点、礫石材は砂岩 3点である。ブロック中には接合資料が11点あり、石

核が5点含まれることや円礫からの素材石材の自然面が残る剥片が比較的多い点が指摘できる。
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第60図 第11ブロック母岩別分布

出土遺物 1は暗灰色を呈する黒色緻密質安山岩17のナイフ形石器の基部である。右側縁に調整加工痕

が残る。下端部についてはガジリとしたが、調整加工の可能性がある。

2~6 は剥片である。 2 は暗灰色を呈するホルンフェルス 19の縦長剥片で、右側縁にはU字状に欠損し

た箇所が見えるがこれは調査時のガジリである。 3は自然面は灰褐色、内面は灰色を呈する流紋岩12の断

面三角形を呈する縦長剥片で、一部に礫の自然面が残る。先端部の一部をわずかに欠損する。 4、5も素

材の自然面を残す剥片である。石材は 4が珪質頁岩36、5が流紋岩15で、ともに灰色がかった色調を呈す

る。 6は灰白色を呈し、ガラス質の鉱物が入る流紋岩11の剥片である。

7は灰色から暗灰色が混在する黒色頁岩10の石核である。卵大の円礫の長軸方向の一端に打撃を加え、小

型の剥片を生産している。

8a、b、9、12は接合資料である。 8a、bは側縁に自然面を残す暗灰色を呈するホルンフェルス19の剥片

で、ブロック内の2.6m離れた箇所から出土した 2片が接合した。

9は青灰色を呈するチャート37の接合資料で10、lla、bの3片が接合した。 10は縦長剥片を利用した楔

形石器で、一部に自然面を残し断面が菱形を呈する。 11は厚手の素材を用いた楔形石器である。縦に 2片

に割れたものがブロック内で接合した。使用による破損か。

12 (13 + 14)は暗灰色を呈するホルンフェルス20の剥片の接合資料で、同一の打面から剥離されている。

15 (16+17)は暗灰色を呈する黒色緻密質安山岩17で、ブロック内の北西端で出土した 2片が接合した。

-72-



第11ブロック

包ヽ匂1 5C-50-3 
ナイフ形石器

黒色緻密質安山岩17
0.7g、

3
 

2
 

ー岩
，
 

4
 

g
 

5
 

＿
片
紋

SB
剥
流

7

3
 ヽ

口
｀り［り

2 5C-40-l 
＜ 剥片

ホルンフェルス19
1.5g 

ご

〗~~~〗
6 5B-59-12 

剥片

流紋岩11

5.3g 

□
三
llg

n
4
 

言
図

受

〗(fij員汀〗
＜ 

12 (13+14) 
ホルンフェルス20A
4.lg 

7 5C-50-l 
石核
黒色頁岩10

63.lg 

口員
]言

13 5C-50-14 
剥片

ホルンフェルス20A
2.5g 

三〗
14 5C-50-12 

剥片

ホルンフェルス20A
1.6g 

雫

(ff'~~ 5 SC-50-17 
剥片

流紋岩15
2.lg こ

ミ］ーQt!f}
こ

8 a SC-50-4 
b 5C-50-lla 

剥片

ホルンフェルス19B
3.9g 

二
已

乙フ 10~ 冨詣2

チャート37A
4.3g 

5cm 

攣
〗(!;J-Q)言
こ 11: ; 所：〗；

4.3g 

第61図 第11ブロック出土石器 (1)
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第62図 第11ブロック出土石器 (2)
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16は15の接合図面の下端部側からの加撃によって剥離した剥片である。 17は楔形石器である。下端部が折

れて欠損しており、 16は使用時の破損に伴うものか。

18 (19------21) は暗灰色を呈するホルンフェルス19で、剥片 3片が接合した。

22 (23------26) は表面が褐色で内面が灰褐色を呈する流紋岩13の接合資料で、 4片が接合した。素材の礫

は板状の円礫と思われ、自然面が各剥片に残る。本来は礫の一端に表裏両面から打撃を加えて剥片を剥離

する石核であったが、何らかのトラブルで破損したものであろう。

27 (28------30) は暗灰色を呈するチャート36の円礫で、 3片が接合した。 27は節理が発達しており、主に

その面で割れている。 28------30は石核である。礫が分割された後にそれぞれを石核として剥片が剥がされて

いる。 28は礫面の 2か所に自然面を剥ぎ取った痕が見られる。 29は礫面側と剥離面から剥片が剥がされて

いる。 30は割れた礫面を打面として礫の自然面へ打撃を加えて小剥片が剥がされている。

第11表 第11ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 ナイフ形石器 楔形石器 石核 剥片 砕片 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比

黒色緻密質安山岩16 2 2 9.2 4.2% 1. 9% 
黒色緻密質安山岩17 1 1 1 3 12. 1 6.3% 2.5% 
流紋岩11 1 1 5.3 2. 1% 1. 1% 
流紋岩12 1 1 7.5 2. 1% 1. 6% 
流紋岩13 4 4 38.5 8.3% 8.0% 
流紋岩14 2 1 3 2.8 6. 3% 0.6% 
流紋岩15 1 1 2. 1 2. 1% 0.4% 
珪質頁岩36 2 2 2.6 4.2% 0.5% 
珪質頁岩37 3 3 3.6 6. 3% 0. 7% 
珪質頁岩38 1 1 5.0 2. 1% 1. 0% 
珪質頁岩39 1 1 1.0 2. 1% 0.2% 
黒色頁岩10 1 1 63. 1 2. 1% 13. 1% 
ホルンフェルス18 1 1 40.6 2. 1% 8.5% 
ホルンフェルス19 ， ， 16.6 18.8% 3.5% 
ホルンフェルス20 2 2 4. 1 4.2% 0.9% 
ホルンフェルス21 1 1 127. 3 2. 1% 26. 5% 
ホルンフェルス22 1 1 2. 1 2. 1% 0.4% 
ホルンフェルス23 1 1 23.3 2. 1% 4.9% 
チャート36 3 3 104. 6 6. 3% 21. 8% 
チャート37 3 3 8.6 6.3% 1. 8% 
チャート 1 1 0. 1 2. 1% 0.0% 
砂岩R15 3 3 23.8 6.3% 5.0% 

合計 1 4 5 33 2 3 48 480. 1 100.0% 100.0% 
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第12ブロック（第64~68図、第12表、図版 6·19·20)

概 要 第 1文化層の石器群が検出された台地の北側にあたり、大金沢支谷から分岐して南から東へ

ゆる＜折れながら浸入する谷と、大金沢支谷から大きく分岐して北へ延びる坂崎谷津によって開析された、

南西へ尾根状に延びる台地の基部付近の6Cグリッドに位置する。隣接して北西に位置する第11ブロックと

は約40mの距離がある。ブロック中の石器は 8mx6mの範囲に集中して出土した。

ブロックの内容は、ナイフ形石器 1点、掻器4点、二次加工剥片 2点、微細剥離剥片 4点、石核7点、剥

片79点、砕片47点、礫6点の総計149点である。石材は黒曜石93点、安山岩 2点、嶺岡頁岩2点、チャート

22点、玉髄27点、礫石材は安山岩礫 1点、ホルンフェルス礫 1点、流紋岩礫 1点、砂岩礫 1点である。ブ

ロック内での接合資料は10点にのぽる。

出土遺物 1は暗灰色を呈するチャート38のナイフ形石器である。横長剥片を素材とし、両側縁の基部

の表面側に細かい調整加工が施されている。

2~4 は黒曜石の掻器である。 3 点とも漆黒で透明度がなく灰白色の央雑物が入る黒曜石35を素材とし

ている。 2は厚手の剥片を素材とし、基部の右側縁裏面側から細かな調整加工が施されている。 3も厚手

の剥片を素材とし、基部に細かな調整加工を施す。また、左側縁に微細な剥離痕が見られる。 4は基部の

表面側に細かな調整剥離を加えている。また、裏面の先端部にも剥離を加えている。

5、6は二次加工剥片である。ともに黒曜石35である。 5は端部を欠損するが右側縁に細かな加工痕が

見られる。 6は打面と表面に礫の自然面を残す不定型な縦長剥片を素材とし、両側縁部に裏面からの細か

な調整加工痕が見られる。

7~10は微細剥離剥片である。 7 は右側縁の基部側に微細な剥離痕が見られる。 8 は緩く内湾した右側

縁中央の表裏両面に微細な剥離痕が見られる。 7、 8は黒曜石35である。 9は左側縁の裏面側に微細な剥

離痕が見られる。 10は左側縁の表面側の基部に微細な剥離が見られる。右側縁側が折れている。 9はチャ

ート、 10は灰色を呈するチャート38である。

11~16は剥片である。 11は断面が三角形で、中央の稜を挟んだ両側に礫の自然面を残す縦長の剥片であ

る。 11は黒曜石35である。 12は基部側が欠損しており、図示しなかったが、側縁には急角度の剥離痕が見

られる可能性がある。表面が褐色で内面が灰色を呈するチャートである。 13、14は横長剥片である。 13は

チャート39、14はチャートである。 15、16は玉髄製の剥片である。ともに側縁部にわずかに刃こぼれ状の

欠損が見られる。石材は15はにぶい橙色を呈する透明度の低い玉髄11で、 16は淡赤褐色を呈する玉髄10で

ある。

17、18は石核である。 17は打点を周回させながら不定型な剥片を剥ぎ取り、一面に横方向からの打撃を

加えて平坦な面を作出している。 18は角ばった礫を素材とし、縦横に打点を変えながら不定型な小型の剥

片を剥離している。 17、18は黒曜石35である。

19は褐灰色を呈し黒褐色の縞のある嶺岡頁岩63の剥片である。表面には横方向からの剥離痕が残る。横

に折れた 2片が接合した。

20 (21 + 22)は縦長剥片の接合資料である。 21→22の順に剥離されている。 23(24a、24b+ 25) は剥片

3片が接合した資料である。 24は少なくとも 3片に折れている。 26(27~30) は 4 片が接合した。 27、 28、

30は剥片である。 29は掻器である。裏面が比較的平坦であり、その面を底面として剥片の端部に急角度の

細かな調整加工を施し刃部としている。 20~30は黒曜石35である。
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31 (32~35) は明褐灰色と褐色が混在し、一部に灰色の央雑物が入る玉髄 9 の接合資料である。やや不

定型な縦長剥片が生産されている。

36 (37~39) は 3 片が接合した。 37は厚手の剥片で、一面に素材礫の自然面を残す。 38、 39は37に接合

した剥片である。 39は表裏に同一の打面から同一方向へ加撃を加えている。 40(41 + 42)は2片が接合し

た。 41は剥片、 42は石核である。上面の平らな自然面と下面に打面を設けて剥片剥離作業を行っているが

央雑物を多く含み、石材には不適であったと思われる。 36、40は黒曜石35である。

第12表 第12ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 ナイフ形石器 掻器に次加工剥片 微細剥離剥片 石核 剥片 砕片 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比
安山岩l 2 2 2.9 1. 3% 0.6% 
黒曜石35 4 2 2 4 38 11 61 274.8 40. 7% 57.4% 
黒曜石36 1 1 2 9.9 1. 3% 2. 1% 
黒曜石37 1 1 1. 7 0. 7% 0.4% 
黒曜石 1 28 29 5.0 19. 3% 1. 0% 
嶺岡頁岩63 2 2 2.8 1. 3% 0.6% 
チャート38 1 1 2 4. 7 1. 3% 1. 0% 
チャート39 6 6 23.6 4.0% 4.9% 
チャート40 3 3 3.4 2.0% 0. 7% 
チャート41 1 1 17. 1 0. 7% 3.6% 
チャート 1 4 5 10 2.2 6. 7% 0.5% 
玉髄8 1 1 1.8 0. 7% 0.4% 
玉髄9 1 5 6 57. 7 4. 0% 12. 1% 
玉髄10 1 1 27. 2 0. 7% 5. 7% 
玉髄11 1 1 9.2 0. 7% 1. 9% 
玉髄12 3 3 9.3 2.0% 1. 9% 
玉髄13 1 3 1 5 17.9 3. 3% 3. 7% 
玉髄 8 2 10 7.6 6. 7% 1. 6% 
安山岩R5 1 1 3. 7 0. 7% 0.8% 
流紋岩R3 1 1 4.6 0. 7% 1. 0% 
砂岩R16 1 1 30. 7 0. 7% 6.4% 
ホルンフェルスR2 1 1 28.6 0. 7% 6.0% 

合計 1 4 2 4 7 79 47 6 150 478.8 100.0% 100.0% 
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第12ブロック出土石器 (2)
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第67図 第12ブロック出土石器 (3)
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第 2文化層

第13ブロック

概 要

（第69図、第13表、図版6・19)

第 1文化層の石器群が検出された台地の北側で、東に大金沢支谷の最奥側の谷を見下ろす台

地縁辺部の5Eグリッドに位置する。ブロック中の石器は、東西にほぼ直線的に並んでN-----V層から検出さ

れた。

ブロックの内容は、 二次加工剥片 1点、石核 1点、剥片 1点、砕片 1点の計4点である。石材は凝灰岩

3点、ホルンフェルス 1点である。

出土遺物 1は暗灰色を呈するホルンフェルス24の二次加工剥片である。自然面を残す横長剥片を素材

とし、端部に鋸歯状の刃部に調整するような打撃を加えている。

2は緑灰色を呈する凝灰岩7の小型の剥片で、表裏両面に同一方向からの剥離痕が残る。

3は緑灰色を呈する凝灰岩3の石核である。一部に僅かに素材の自然面を残す。礫を横に分割して打面

を作出し、剥片を剥がしている。
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第69図 第13ブロック遺物分布・出土石器

第13表 第13ブロック出土石器組成表

凝灰誓名／器種 I二次加工剥片口咋~I 剥片
凝灰岩7
ホルンフェルス24

立

旦
1
 門

点塾止
50.0% 
25.0% 
25 0% 一100.0% 

重量比
61. 3% 
1. 5% 

37 2% .......: — 
100.0% 
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第14ブロック

第14ブロック（第70~74図、第14表、図版21~23)

概 要 大金沢支谷から分枝して浸入する谷を挟んだ西側の台地上で、大金沢支谷と大金沢支谷から

分岐して北へ延びる坂崎谷津に挟まれた、南西へ向かって延びる幅10m~60mの尾根状の台地の7Yグリッ

ドに位置する。この台地上にはw~v層中から石器が検出された 5 つのブロックが台地平坦部に楕円形を

描くように所在している。ブロック内の石器は、 7mx4mの範囲に分布しており、石核はブロック内の

北東と南西の 2か所から 7点が出土している。

ブロックの内容は、ナイフ形石器4点、二次加工剥片 5点、掻器 1点、石核 7点、剥片37点、砕片11点、

礫 2点の総計67点である。石材は凝灰岩11点、硬質頁岩3点、黒色頁岩4点、ホルンフェルス47点、礫石

材は凝灰岩 1点、砂岩 1点が含まれる。

第14表 第14ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 ナイフ形石器二次加工剥片 掻器 石核 剥片 砕片 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比
凝灰岩4 2 2 6. 7 3.0% 0.8% 
凝灰岩5 1 1 2 6.9 3.0% 0.8% 
凝灰岩6 1 1 2.3 1. 5% 0.3% 
凝灰岩7 2 1 3 5.6 4.5% 0. 7% 
凝灰岩8 1 1 26.4 1. 5% 3. 1% 
凝灰岩9 1 1 471. 7 1. 5% 55. 1% 
凝灰岩10 1 1 1.8 1. 5% 0. 2% 
硬質頁岩7 1 1 4.4 1. 5% 0. 5% 
硬質頁岩20 1 1 1. 6 1. 5% 0.2% 
硬質頁岩21 1 1 14. 7 1. 5% 1. 7% 
黒色頁岩11 1 2 3 59.6 4. 5% 7.0% 
黒色頁岩12 1 1 2.6 1. 5% 0. 3% 
ホルンフェルス25 1 1 3.6 1. 5% 0.4% 
ホルンフェルス26 1 1 6.9 1. 5% 0.8% 
ホルンフェルス27 1 1 3.3 1. 5% 0.4% 
ホルンフェルス28 1 1 6. 7 1. 5% 0.8% 
ホルンフェルス29 2 2 7.8 3.0% 0.9% 
ホルンフェルス30 1 1 2 19.4 3.0% 2.3% 
ホルンフェルス31 1 2 3 17.3 4.5% 2. 0% 
ホルンフェルス32 1 1 2 5.3 3.0% 0.6% 
ホルンフェルス33 1 1 1. 5 1. 5% 0. 2% 
ホルンフェルス34 1 1 1.0 1. 5% 0. 1% 
ホルンフェルス35 1 1 1. 5 1. 5% 0.2% 
ホルンフェルス36 1 1 2 69. 3 3.0% 8. 1% 
ホルンフェルス37 1 1 2 1. 1 3.0% 0. 1% 
ホルンフェルス38 1 1 3.8 1. 5% 0.4% 
ホルンフェルス39 1 4 1 6 15.9 9.0% 1. 9% 
ホルンフェルス40 1 1 5.0 1. 5% 0.6% 
ホルンフェルス41 6 6 14.0 9.0% 1. 6% 
ホルンフェルス42 1 1 1. 7 1. 5% 0. 2% 
ホルンフェルス43 1 1 2.4 1. 5% 0. 3% 
ホルンフェルス44 1 1 20. 5 1. 5% 2.4% 
ホルンフェルス45 1 1 38.2 1. 5% 4. 5% 
ホルンフェルス46 1 1 2.2 1. 5% 0.3% 
ホルンフェルス47 1 1 1. 7 1. 5% 0.2% 
ホルンフェルス 7 7 1.0 10.4% 0. 1% 
凝灰岩R2 1 1 442. 1 1. 5% 51. 7% 
砂岩R17 1 1 243.5 1. 5% 28. 5% 

合計 4 5 1 7 37 11 2 67 855.4 100.0% 100.0% 

出土遺物 1 -----4はナイフ形石器である。 1は暗灰色を呈する黒色頁岩12の横長剥片を素材とし、左側

縁に急角度の調整加工痕が残る。基部には礫の自然面がわずかに残り、右側縁の先端部には微細な刃こぽ

れが見られる。 2は青灰色を呈する凝灰岩5のナイフ形石器である。自然面を残す横長剥片を素材とする。

先端部をわずかに欠損し、左側縁と右側縁の基部には裏面側からの急角度の調整剥離痕が見られる。また、
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第70図 第14ブロック遺物分布
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第71図 第14ブロック出土石器 (1)
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裏面が湾曲している。 3、4は縦長剥片を素材とした青灰色を呈するホルンフェルスのナイフ形石器であ

る。 3は自然面を残し、右側縁には微細な調整加工痕が残る。右側縁基部の剥離痕は破損したものか。 4

は風化が進んでいるが、右側縁に裏面側からの調整加工痕が見られる。 3はホルンフェルス38、4はホル

ンフェルス32である。

5は灰白色を呈する凝灰岩8の掻器である。厚手の剥片を素材として周縁部に急角度の加工を加え、右

側縁の裏面側には表面からの細かな剥離痕が見られる。

6~9 は二次加工剥片である。 6 は左右の側縁部には裏面から、端部には表面から剥離を加えている。
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(2 / 3) 5cm 

第72図 第14ブロック出土石器 (2)
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第73図 第14ブロック出土石器 (3)
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第74図 第14ブロック出土石器 (4)

7は右側縁に裏面側から、 8は左側縁に裏面からの急角度の剥離を加えている。 6は灰色を呈するホルン

フェルス31、7はホルンフェルス46、8はホルンフェルス35である。 9は灰色を呈する凝灰岩9の厚手で

大型の縦長剥片である。端部を欠く。左側縁に裏面側から加工を加えている。

10------14は剥片である。 11、13には表裏両面に同一方向から加撃された剥離痕が残る。打面と加撃の方向

を変えずに、打点を前進させながら連続的に剥離されている。 11、13とも 2------3片に折れている。 12は表

面に四方向からの剥離痕が残る。一部に礫の自然面が残る。 10は灰色を呈するホルンフェルス29、12はホ

ルンフェルス32、13はホルンフェルス25である。 11は青灰色を呈する凝灰岩6、14は暗褐色を呈する硬質

頁岩20である。

15------19は石核である。 15は暗褐色を呈し黒灰色の微少央雑物が入る硬質頁岩21で、両面の平坦な剥離面

を打面として、不定型の小型の剥片を剥いでいる。また、側縁には細かな剥離痕が見られる。打面調整と
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もとれるが掻器としても使用されたものか。16は暗灰色を呈するホルンフェルス44の石核である。17は下

端に礫の自然面を残す暗灰色を呈するホルンフェルス45の大型の剥片素材の石核である。左側縁に剥離が

加えられている。18は青灰色を呈するホルンフェルス36の石核である。左側縁に剥離が加えられている。

19は表面が褐灰色、内面が青灰色を呈する凝灰岩10の石核である。角張った礫を素材とし、礫を大きく分

割した後にその剥離面の縁辺から中央に向かって剥片を剥いでいる。

20 (21~23) は暗灰色を呈するホルンフェルス39の接合資料である 。 節理面で割れた剥片の節理面を打

面として不定型の剥片を生産している。

24 (25 + 26)は灰色を呈する凝灰岩 4の不定型な剥片の接合資料である。

27 (28~30) は青灰色を呈する黒色頁岩11の接合資料である 。 28、 29は剥片である 。 29の端部は蝶番状

を呈する。30は礫の自然面を残す石核である。打面を周回させながら剥離作業を行っている。

第15ブロック（第75--------78図、第15表、図版21--------23)

概 要 大金沢支谷から分枝して浸入する谷を挟んだ西側の台地上で、大金沢支谷と大金沢支谷から

分岐して北へ延びる坂崎谷津に挟まれた、南西へ向かって延びる尾根状の台地上の7Yグリ ッドに位置す
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第75図 第15ブロック母岩別分布
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第2文化層

る。この台地上には 5つのブロックが台地平坦部に楕円形を描くように検出され、第15ブロックは大金沢

支谷側の南から北上しながら東へ湾入する支谷に面した台地上に位置する。石器は 7mx6mほどの範囲

から出土した。

ナイフ形石器3点、台形様石器2点、削器 1点、二次加工剥片 3点、石核 3点、剥

片47点、砕片43点、礫 2点の総計104点である。石材は黒色緻密質安山岩 4点、

ブロックの内容は、

トロトロ石 3点、流紋岩4

点、凝灰岩11点、頁岩 3点、珪質頁岩 2点、硬質頁岩 1点、黒色頁岩23点、

点、礫石材は流紋岩 2点である。

ホルンフェルス49点、玉髄2

出土遺物 l、2は台形様石器である。 lは褐灰色を呈する硬質頁岩22の不定型な剥片を素材として、

剥片の基部側の両側縁に細かな調整加工を施す。 2は玉随26の縦長剥片を素材とし、基部側の両側縁に細

かな調整加工痕がある。また端部に細かな刃こぼれ状の剥離痕がある。石材の色調は透明度の低い褐灰色

で、灰白色の央雑物が入る。
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第15ブロック

3は表面が灰褐色で内面が暗褐色を呈する珪質頁岩40の削器である。剥片を横に分割し、基部から左側縁

にかけて裏面側から細かな調整剥離を加えて刃部としている。石材の色調は表皮部分は灰褐色を呈し、内

面は暗褐色である。

4は青灰色を呈する黒色頁岩15のナイフ形石器である。横方向に軸とほぼ直角に折れた 2片が接合した

もので、縦長剥片を素材とし、右側縁に調整加工痕がある。 5は黒褐色を呈する黒色緻密質安山岩21の小

型のナイフ形石器である。左側縁に調整加工を施す。右側縁側は素材の剥片を縦に折り取っている。

6 -----8は二次加工剥片である。 6は暗青灰色を星する凝灰岩11の剥片を分割し、両側縁に急角度の剥離

を加えている。 7は褐灰色を呈する黒色頁岩14の剥片で、右側縁に裏面からの調整加工が見られる。 8は

暗灰色を呈するホルンフェルス53の剥片で、端部に裏面からの調整加工が加えられている。

第15表 第15ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 ナイフ形石器台形様石器 削器 二次加工剥片 石核 剥片 砕片 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比
黒色緻密質安山岩18 2 2 8.5 1. 9% 3.0% 
黒色緻密質安山岩19 1 1 1.0 1. 0% 0.3% 
黒色緻密質安山岩21 1 1 1. 2 1. 0% 0.4% 
トロトロ石7 2 2 10.8 1. 9% 3.8% 
トロトロ石8 1 1 0.6 1. 0% 0.2% 
流紋岩16 1 1 0.9 1. 0% 0.3% 
流紋岩17 1 1 11. 7 1. 0% 4. 1% 
流紋岩 2 2 0.8 1. 9% 0.3% 
凝灰岩11 1 1 3.6 1. 0% 1. 3% 
凝灰岩12 1 1 2 2.0 1. 9% 0. 7% 
凝灰岩13 1 2 3 1. 2 2. 9% 0.4% 
凝灰岩 5 5 0. 5 4.8% 0.2% 
頁岩2 1 1 1.0 1. 0% 0.3% 
頁岩 2 2 0.9 1. 9% 0.3% 
珪質頁岩40 1 1 5.0 1. 0% 1. 7% 
珪質頁岩41 1 1 0. 7 1. 0% 0.2% 
硬質頁岩22 1 1 2.6 1. 0% 0.9% 
黒色頁岩13 4 1 5 23. 1 4.8% 8. 1% 
黒色頁岩14 1 1 2 10.6 1. 9% 3. 7% 
黒色頁岩15 2 1 3 9.8 2.9% 3.4% 
黒色頁岩16 1 1 16.5 1. 0% 5.8% 
黒色頁岩17 2 1 3 3.0 2.9% 1. 0% 
黒色頁岩18 1 1 1.0 1. 0% 0.3% 
黒色頁岩 8 8 1. 6 7. 7% 0.6% 
ホルンフェルス48 3 3 46.6 2.9% 16.3% 
ホルンフェルス49 1 1 2 37.6 1. 9% 13. 1% 
ホルンフェルス50 3 1 4 10.4 3.8% 3.6% 
ホルンフェルス51 1 1 6.2 1. 0% 2.2% 
ホルンフェルス52 4 1 5 11. 4 4.8% 4.0% 
ホルンフェルス53 1 1 2 7.2 1. 9% 2.5% 
ホルンフェルス54 1 1 2.4 1. 0% 0.8% 
ホルンフェルス55 1 1 1.1 1. 0% 0.4% 
ホルンフェルス56 1 1 6. 1 1. 0% 2. 1% 
ホルンフェルス57 1 4 5 25. 7 4.8% 9.0% 
ホルンフェルス58 2 2 2.8 1. 9% 1. 0% 
ホルンフェルス59 1 1 2 2.0 1. 9% 0. 7% 
ホルンフェルス63 1 1 1. 4 1. 0% 0.5% 
ホルンフェルス 1 18 19 3.9 18.3% 1. 4% 
玉髄14 1 1 0. 7 1. 0% 0.2% 
玉髄26 1 1 2.3 1. 0% 0.8% 
流紋岩R4 1 1 156. 0 1. 0% 54. 5% 
流紋岩R5 1 1 44. 7 1. 0% 15.6% 

合計 3 2 1 3 3 47 43 2 104 286.4 100.0% 100.0% 
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第 2文化層
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第2文化層

9~16は剥片である。 9a、 bは素材の礫の自然面が多く残る黄灰色を呈する黒色緻密質安山岩18の剥

片である。 2片が接合した。 10は灰色を呈する黒色頁岩16の厚手の剥片で、断面が三角形を呈し、表面に

は打点を周回して剥離を行った剥離痕が残り、端部は折れている。 11、12は裏面と同方向の剥離痕が表面

に残る剥片である。石材は11が暗灰色を呈するホルンフェルス63、12が青灰色を呈する黒色頁岩13である。

13は暗青灰色を呈するホルンフェルス52の剥片で、表面には裏面と直角方向の剥離痕が残る。 14は青灰色

を呈する黒色頁岩14の剥片である。 15、16は灰色を呈する黒色頁岩13の剥片である。 15は端部が折れて欠

損している。

17、18は石核である。 17は色調が自然面が淡黄色で内面が灰白色を呈する流紋岩17の剥片素材の石核で

ある。打点、打面を変えて不定型な剥片を剥がした痕が残る。 18は一面に自然面を残す剥片素材の灰色を

呈するホルンフェルス57の石核である。一端に打面を設定し、剥片を剥離している。

19 (20 + 21)は剥片 3片の接合資料である。暗青灰色を呈するホルンフェルス48を素材とする。

22 (23 + 24)は同一打面から連続した剥離作業により剥離されたものである。 23は下端が節理面で折れ

ている。 24は剥片素材の石核で、裏面側の端部と側縁に剥離痕が見られ、ホルンフェルス49を素材とする。

第16ブロック（第79------83図、第16表、図版21------23)

概 要 大金沢支谷と大金沢支谷から分岐して北へ延びる坂崎谷津に挟まれた南西へ向かって延びる

尾根状の台地上の7Yグリッドに位置する。台地上には 5つのブロックが台地平坦部に楕円形を描くように

検出され、第16ブロックは坂崎谷津側の支谷に面した台地上、第14ブロックの 5m南に位置する。 4mX

2mほどの南北に長い石器の出土の集中する範囲を中心に、 6mx6mの範囲に分布している。南北の中

央付近で密に出土する範囲がさらに二分され、その南北で剥片の接合が見られる。

ブロックの内容は、楔形石器 1点、二次加工剥片 4点、微細剥離剥片 6点、石核 2点、剥片56点、砕片

5点、礫3点の総計77点である。石材は流紋岩 l点、黒曜石4点、珪質頁岩 l点、黒色頁岩 3点、ホルン

フェルス14点、玉髄51点、礫石材はホルンフェルス 2点、砂岩 1点である。

出土遺物 1は暗灰色を呈する黒色頁岩19の楔形石器である。礫面を一部に残した厚手の剥片の端部に

調整加工を行っている。

2------4は二次加工剥片である。 2は半透明の明赤褐色から灰白色を呈し不規則に混じりあう玉髄30の厚

手の縦長剥片を素材とし、右側縁の端部に裏面側から急角度の剥離を加える。 3は暗灰色を呈するホルン

フェルス63を素材として、左側縁に裏面側からノッチ状の加工を加えている。 4は半透明の灰白色を呈す

る玉髄29の縦長剥片を素材として、右側縁の基部と左側縁の端部に細かな加工を加える。

5------10は微細剥離剥片である。 5は灰色を呈する流紋岩18の縦長剥片を用いて、左側縁の基部側に裏面

側から、右側縁の端部には表面からの細かな剥離痕が見られる。 6は透明感のある灰色がかった黒曜石40

の剥片で基部側は折れて欠損しているが、端部に近い両側縁に微細な刃こぼれ状の剥離痕が見られる。 7

は淡黄色を呈する玉髄21の厚手の剥片で、右側縁の表面側に刃こぼれ状の微細な剥離痕が見られる。 8は

浅黄色を呈する玉髄20の横長剥片で、同一打面から連続して横長剥片を剥がした痕が残る剥片である。表

裏両面の周縁には微細な剥離痕が見られる。 9は灰白色を呈する玉髄26の剥片で、端部は折れていて不明

であるが、右側縁の表面側と左側縁の裏面側に微細な刃こぼれ状の剥離痕が見られる。 10は灰白色を呈す

る玉髄23の剥片で、左側縁の端部に微細な剥離痕が見られる。

-96-



第16ブロック

11 (a、b) は灰色を呈するホルンフェルス61の剥片で、打点付近から縦に割れた剥片が接合した。

12は黒曜石38の剥片素材の石核で、表裏に打点を周回させながら不定型な剥片を剥いだ剥離痕が残る。

13 (14 + 15)は表面が暗赤色で内面が浅黄褐色を呈する玉髄31を素材とする厚手の横長剥片が接合した。

16 (17+18)は半透明の灰白色を呈する玉髄27の不定型な剥片である。 17を剥離した後に約90度打面を

回転して18が剥離されている。

19 (20 + 21)は剥片 2点が接合した資料で玉髄16を素材とする。石灰化したような灰白色の礫の自然面

を残す。自然面を除去するように周辺から数次の剥離を加えた後に20を剥離し、その後に21を剥離してい

る。 20と21とは90度以上の角度で接合する。

22 (23 + 24)は灰白色を星する玉髄17の大型で厚手の不定型な剥片の接合資料である。礫の自然面を打

面として、剥離作業を行っている。

25 (26+27a、b) は灰白色と赤褐色が混在する玉髄25の接合資料で、礫の平坦な自然面を作業面として

剥離を行っている。 26は二次加工剥片で右側縁の表面側に細かな加工痕が見られる。

第16表 第16ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 楔形石器 二次加工剥片微細剥離剥片 石核 剥片 砕片 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比
流紋岩18 1 1 7.9 1. 3% 0.8% 
黒曜石38 1 1 2 6.4 2.6% 0. 7% 
黒曜石39 1 1 0.6 1. 3% 0. 1% 
黒曜石40 1 1 0.9 1. 3% 0. 1% 
珪質頁岩42 1 1 2.8 1. 3% 0. 3% 
黒色頁岩19 1 1 15. 1 1. 3% 1. 6% 
黒色頁岩20 1 1 2.6 1. 3% 0. 3% 
黒色頁岩21 1 1 499. 1 1. 3% 53. 1% 
ホルンフェルス60 6 6 74.8 7.8% 8.0% 
ホルンフェルス61 5 1 6 11. 6 7.8% 1. 2% 
ホルンフェルス62 1 1 3. 5 1. 3% 0.4% 
ホルンフェルス63 1 1 2. 1 1. 3% 0. 2% 
玉髄15 6 6 35. 8 7. 8% 3. 8% 
玉髄16 2 2 68.3 2.6% 7. 3% 
玉髄17 2 2 29.2 2.6% 3. 1% 
玉髄18 3 3 11. 8 3.9% 1. 3% 
玉髄19 2 2 16. 7 2.6% 1. 8% 
玉髄20 1 1 4. 7 1. 3% 0.5% 
玉髄21 1 1 11. 0 1. 3% 1. 2% 
玉髄22 1 1 2.9 1. 3% 0. 3% 
玉髄23 1 1 8. 5 1. 3% 0.9% 
玉髄24 1 1 7. 8 1. 3% 0. 8% 
玉髄25 1 2 3 21. 3 3.9% 2. 3% 
玉髄26 1 1 6. 7 1. 3% 0. 7% 
玉髄27 4 4 21. 7 5.2% 2.3% 
玉髄28 3 3 7.9 3.9% 0.8% 
玉髄29 1 1 2. 7 1. 3% 0. 3% 
玉髄30 1 1 2 22.2 2.6% 2.4% 
玉髄31 3 3 14. 1 3.9% 1. 5% 
玉髄32 2 2 6. 2 2.6% 0. 7% 
玉髄33 1 1 2. 3 1. 3% 0. 2% 
玉髄34 1 1 4.2 1. 3% 0.4% 
玉髄36 1 1 0.6 1. 3% 0. 1% 
玉髄60 1 1 0. 5 1. 3% 0. 1% 
玉髄 5 3 8 6. 1 10.4% 0.6% 
ホルンフェルスR3 1 1 277. 2 1. 3% 29. 5% 
ホルンフェルスR4 1 1 317. 7 1. 3% 33.8% 
砂岩R18 1 1 353.3 1. 3% 37.6% 

合計 1 4 6 2 56 5 3 77 940.6 100.0% 100.0% 
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第80図 第16ブロック出土石器 (1)
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第81図 第16ブロック出土石器 (2)
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第16ブロック

28 (29~34) は 6 点が接合した暗灰色を呈するホルンフェルス60の資料である。上下両端に礫の自然面

を残す。打面、打点を周回させながら不定型な剥片剥離作業を行っている。 29~33は不定型な剥片である。

35は29~32の接合資料である。剥離は自然面を打面として29→30→ 31→ 32の順で行われ、 31は29と30の剥

離の課程で砕け飛んだものと思われる。

こ
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冒□
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21.3g 

゜
(2 / 3) 5cm 

第82図 第16ブロック出土石器 (3)
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第83図 第16ブロック出土石器 (4)



第17ブロック

第17ブロック （第84・85図、第17表、図版25)

概 要 大金沢支谷と大金沢支谷から分岐して北へ延びる坂崎谷津に挟まれた南西へ向かって延びる

尾根状の台地上の7Yグリッド、第15ブロックの Smほど南に位置する。石器は 5mx3mの範囲に、北西

から南東方向にやや細長く分布している。

ブロックの内容は、 二次加工剥片 1点、微細剥離剥片 2点、石核 1点、剥片11点の計15点で構成され、

石材は黒色緻密質安山岩 1点、黒曜石 1点、珪質頁岩2点、黒色頁岩 1点、

点である。

ホルンフェルス 1点、玉髄9

出土遺物 1は表面が淡い橙色で内面は灰白色である玉髄35の二次加工剥片である。縦長剥片を素材と

し、右側縁に礫の自然面を残す。右側縁の端部及び自然面の一部には表面側に微細な剥離痕が見られる。
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第84図 第17ブロック出土石器
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第17ブロック

2、 3は微細剥離剥片で、ともに縦長剥片を素材とする。 2は黄褐色と灰褐色が混じる珪質頁岩43で、右

側縁の中央部に微細な剥離痕が見られる。 3は灰色を呈する黒色頁岩22の剥片で、表面に礫の自然面を残

し、断面が三角形を呈する。端部の左側縁の両面側に微細な剥離痕が見られる。裏面はガジリの可能性も

ある。

4は暗灰色を呈するホルンフェルスの大型の不定型な剥片である。礫の自然面を打面として剥離してい

る。 5はオリーブ黒色を呈する黒色緻密質安山岩22の剥片である。断面が三角形を呈する縦長剥片で、礫

の自然面を右側縁に残す。左側縁の裏面側の剥離痕はガジリである。基部側には欠損がある。 6は半透明

で橙色を呈する玉髄36の小型の剥片である。一部に礫の自然面が残る。右側縁の裏面側には細かな刃こぼ

れ状の欠損が見られる。

7は表皮はにぶい橙色で内面は淡黄色を呈する玉髄39の石核である。角張った面を持つ礫を素材とし、立

方体を呈する石核の自然面を作業面として小型の剥片を剥離している痕跡が残る。この原石には節理面が

発達しており、石器製作の石材には不適と思われる。

第17表 第17ブロック出土石器組成表
母岩名／器種 二次加工剥片微細剥離剥片 石核 剥片 点数 重量(g) 点数比 重量比

黒色緻密質安山岩22 1 1 16. 1 6. 7% 10.6% 
黒曜石41 1 1 1.1 6. 7% 0. 7% 
珪質頁岩43 1 1 1. 9 6. 7% 1. 3% 
珪質頁岩44 1 1 5.2 6. 7% 3.4% 
黒色頁岩22 1 1 29.3 6. 7% 19.4% 
ホルンフェルス64 1 1 29.4 6. 7% 19.4% 
玉髄35 1 1 8.2 6. 7% 5.4% 
玉髄36 3 3 5.8 20.0% 3.8% 
玉髄37 2 2 8.8 13.3% 5.8% 
玉髄38 1 1 1.5 6. 7% 1. 0% 
玉髄39 1 1 43.4 6. 7% 28. 7% 
玉髄 1 1 0. 7 6. 7% 0. 5% 

合計 1 2 1 11 15 151. 4 100.0% 100.0% 

第18ブロック（第86図、第18表）

概 要 大金沢支谷と大金沢支谷から分岐して北へ延びる坂崎谷津に挟まれた南西へ向かって延びる

尾根状の台地上の7Yグリッドに位置する。近接して第14~17ブロックが位置する。

ブロックの内容は、剥片 3点、礫5点の計8点で、南北方向に礫が約 2m間隔で 3点、剥片は礫から南

へ約 6m離れて 3点が lmの間隔をあけて出土した。石材は黒色緻密質安山岩 1点、流紋岩 1点、黒色頁

岩 1点、礫石材は流紋岩 1点、砂岩 4点である。

出土遺物 図示できる資料はなかった。

第18表 第18ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 剥片 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比
黒色緻密質安山岩20 1 1 1. 5 12.5% 0.2% 
流紋岩19 1 1 1. 2 12.5% 0. 1% 
黒色頁岩23 1 1 0.8 12.5% 0. 1% 
流紋岩R6 1 1 155. 2 12.5% 18.6% 
砂岩R19 1 1 113. 4 12.5% 13.6% 
砂岩R20 1 1 355. 0 12.5% 42. 5% 
砂岩R21 1 1 162. 7 12.5% 19.5% 
砂岩R22 1 1 45.6 12.5% 5.5% 

合計 3 5 8 835. 4 100.0% 100.0% 
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第2文化層
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第86図 第18ブロック遺物分布
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第19ブロック

第19ブロック（第87-----92図、第19表、図版7・24・25)

概 要 第1文化層のブロック群と同じ大金沢支谷に面した舌状台地上の、西側に大金沢支谷から浸

入する支谷に臨む台地平坦部に位置する。ブロックは9C-18グリッドを中心とするブロックと9C-27、28

グリッドを中心とするブロックに大きく二分され、北側に遺物が集中する傾向がある。さらにその集中し

て出土した箇所から 3m-----6m離れた周囲からも散漫に出土した。また、ブロックの北側からは石器製作

時に派生したと思われる砕片が多数出土している。

ブロックの内容は、二次加工剥片 2点、微細剥離剥片 5点、石核 3点、剥片60点、砕片118点の総計188

点である。石材は粘板岩 1点、黒曜石181点、珪質頁岩 3点、黒色頁岩 1点、チャート 2点が含まれる。黒

曜石を主体とするブロックである。

出土遺物 1 -----5は微細剥離剥片である。 1は礫の自然面を残し、自然面の残る側縁とは反対側の左側

縁の表裏に微細な刃潰し状の剥離痕が残る。 2は端部の表面側に刃こぼれ状の剥離痕が見える。 3は端部

が欠損した剥片で、右側縁に微細な剥離痕が見られ、中央が裏面側から挟れている。 2、 3、 6は透明感

があり黒色の縞が入る黒曜石51である。 4は珪質頁岩45の微細剥離剥片である。右側縁の基部側と、左側縁

の側縁中央には両面側微細な剥離痕と、端部の裏面に刃潰し状の剥離痕が見られる。石材の色調は暗褐色

を呈する。 5は礫の自然面が残る左側縁の表裏と、右側縁の中間部の表面に微細な剥離痕が見られる。 1、

5の石材は透明度の低い黒色を呈し、灰褐色の央雑物が入る黒曜石44である。

6 -----25は剥片で、 6-----18、21、22は黒曜石の剥片である。 6は断面が三角形を呈する剥片で、左側縁に

は中央の稜を打面として左側縁に向かって剥離作業を行った痕跡が残り、さらに打撃の方向を180度変えて

中央の稜から右側縁方向へも打撃を加えた痕跡が残る。黒曜石51を素材とする。 7は大型で扁平な剥片で、

左右側縁の基部側の裏面側に微細な剥離痕が残る。 8は右側縁の一部に細かな打撃痕の残る黒曜石46の細

長い剥片で、表裏で剥離の方向が180度反対を向いている。打面にも連続した細かな剥離痕が残る。 9は

断面三角形を呈し、左側辺に礫の自然面を残す剥片である。自然面を打面として右側縁に向かって剥離作

業を行っている。 10は右側縁に礫の自然面を残す縦長剥片である。 11は基部と端部を欠損する縦長剥片で

ある。 12は端部を欠損するが、表面と打面に礫の自然面を全面的に残す縦長剥片で、断面は三角形を呈す

る。 13、14は左側縁側に礫の自然面を残す縦長剥片である。 15は右側辺に礫の自然面を残す剥片である。 7、

15は透明度が高く、不純物をほとんど含まない黒曜石42である。 16は礫の自然面を左側縁に残す黒曜石の

縦長剥片である。打面にも自然面が残り、その自然面を打面として連続的に縦長の剥片が剥がされている。

17は角張った礫の自然面が表面の全面に残る黒曜石45の大型の剥片である。打点側が蝶番状に折れており、

左側縁と折れた上端部の側縁には細かな刃こぽれ状の剥離がある。 18は打点付近に打面調整痕と思われる

打撃痕が残る。 19は打面の表面側に細かな剥離痕が残る黒色頁岩24の剥片である。色調は灰色である。 20

は断面が三角形を呈する縦長の粘板岩2の剥片である。端部を欠損する。表面には裏面と反対方向からの

剥離の痕跡が残る。石材の色調は暗灰色を呈する。 21は透明感があり、暗赤褐色の縞が入る黒曜石47の剥

片である。 22は素材礫の自然面を多く残す厚手で縦長の暗灰色を呈する黒曜石48の剥片である。左側縁の

基部側には打面調整痕と思われる横方向、縦方向の剥離痕が残る。 23a、b、24a、bは剥離された剥片が打

撃方向に対して横方向に折られたような形状を呈する剥片である。 25a、b、cは礫の自然面を残す不定型

の剥片である。 aとbは同一の打面（自然面）から剥離されている。 9-----14、16、18、23-----25は径2mmほど

の灰白色の央雑物が入る黒曜石44である。
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第19ブロック

R 
贔-07 胴 玉-09

• 黒曜石42

A 黒曜石43
R 

◎黒曜石44

▲ 黒曜石45
黒曜石44E ▲◎ 

R 黒曜石46△ 

゜ ロ黒曜石47

ロ黒曜石48

ロ黒曜石49

ロ黒曜石50

l!I黒曜石51
◎ 

II黒曜石52

* ~黙曜jt石44A / 1 ...  

戸ー19
◇黒曜石53

0黒曜石

，，珪質頁岩45

゜
• 黒色頁岩24

o粘板岩2

＊チャート42

V チャート43

I!! 

口

ニー27 点ー28 にー29

Ill 点)-20 
el 

◇ ロ

◇ ~ 

＊ 

． I!! 

s 

戸◎ 

--k-37 --hc-39 贔ー30

＇］ 

゜
ll 

゜

芦 -48 o -? 9C-49 

゜
(1 / 80) 4m 

第88図 第19ブロック母岩別分布

-109-



第 2文化層
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第19ブロック
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第 2文化層
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第19ブロック

26は漆黒を呈する黒曜石50の石核である。打点を周回させながら剥離作業を行っている。接合資料がブ

ロック内からは検出されていないが、不定型な横長、縦長の剥片が剥離されている。

27 (28+ 29)は黒曜石44の剥片の接合資料である。礫の自然面を打面とし、連続して縦長の剥片を剥離

している。 28は礫の自然面を多く残す縦長の剥片である。

30 (31 + 32)は色調が暗褐色を呈する珪質頁岩45で、 31の右側縁と32の左側縁の一部が接合した。

33 (34-----36)は黒曜石49の接合資料である。透明感のあり、径3mm -----4 mmの灰白色の央雑物が入る。表

面に礫の自然面を残している。 34は二次加工剥片で、左側縁に樋状の剥離が入り、左右の下端部には細か

な剥離痕が見られる。 35、36は剥片である。

37 (38a、b、c、39、40)は透明感のある黒曜石44の接合資料で、剥片の表面に礫の自然面を残す扁平

な形を呈している。 38を剥ぎ取った後に打点を90度回転させて39と40を剥離している。

41 (a、b)は透明感があり、薄墨を流したような黒曜石51の石核である。横に割れた 2片 (41a、b)が

接合した。断面三角形を呈する側面には細かな剥離痕が残る。何らかのトラブルで石核が割れてしまい、作

業が中断されたものと思われる。

第19表 第19ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 二次加工剥片微細剥離剥片 石核 剥片 砕片 点数 重量(g) 点数比 重量比
黒曜石42 2 2 14.4 1. 1% 3. 7% 
黒曜石43 1 1 3.4 0.5% 0.9% 
黒曜石44 2 31 5 38 59. 5 20.2% 15.4% 
黒曜石45 1 1 21. 0 0.5% 5.4% 
黒曜石46 1 1 1. 3 0.5% 0. 3% 
黒曜石47 1 1 2.6 0.5% 0. 7% 
黒曜石48 2 1 3 20.4 1. 6% 5. 3% 
黒曜石49 1 2 3 16.2 1. 6% 4.2% 
黒曜石50 1 1 2 108.3 1. 1% 28.0% 
黒曜石51 2 2 5 4 13 58.0 6.9% 15.0% 
黒曜石52 1 1 2 1. 7 1. 1% 0.4% 
黒曜石53 3 3 6.3 1. 6% 1. 6% 
黒曜石 1 3 107 111 13.4 59.0% 3.5% 
粘板岩2 1 1 8. 1 0.5% 2. 1% 
珪質頁岩45 1 2 3 20. 7 1. 6% 5.4% 
黒色頁岩24 1 1 5.2 0.5% 1. 3% 
チャート42 1 1 5.9 0.5% 1. 5% 
チャート43 1 1 20. 5 0.5% 5. 3% 

合計 2 5 3 60 118 188 386.9 100.0% 100.0% 

第20ブロック（第93図、第20表、図版25)

概 要 第 1文化層のブロック群と同じ大金沢支谷に面した舌状台地上の、西側に大金沢支谷から湾

入する支谷に臨む台地平坦部の9Cグリッドに位置する。東側に約10m離れて第19ブロックが位置する。ブ

ロックは等高線に沿うように 8mx2mの範囲に南北に細長い弧を描いたような出土状況を呈する。

ブロックの内容は、楔形石器 1点、剥片 5点の計6点である。石材は黒曜石 3点、嶺岡頁岩 2点、チャ

第20表 第20ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 楔形石器 剥片 点数 重量(g) 点数比 重量比
黒曜石 3 3 2.6 50.0% 21.8% 
嶺岡頁岩64 1 1 4.4 16. 7% 37.0% 
嶺岡頁岩65 1 1 4.2 16. 7% 35.3% 
チャート44 1 1 0. 7 16. 7% 5.9% 

合計 1 5 6 11. 9 100.0% 100.0% 
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第2文化層
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第20ブロック

ート 1点である。

出土遺物 1は暗灰色を呈する嶺岡頁岩64を素材とする楔形石器である。

2は暗灰色を呈する嶺岡頁岩65の剥片である。表面には礫の自然面が残り、打面調整と思われる剥離痕

が見られる。剥片は両側縁が斜めに折れている。
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第93図 第20ブロック遺物分布・出土石器

3. 第 3文化層

第 3文化層は、

検出された。

ソフトローム層の上面ので検出されたブロックである。当遺跡では第21ブロックのみが

第21ブロック（第94図、第21表、図版7・26)

第 1文化層のブロック群と同じ大金沢支谷に面した舌状台地上の、大金沢支谷に臨む台地先

端部の緩傾斜部のlOCグリッドに位置する。ブロックは 7mx6mの範囲にひろがる。

概 要

ブロックの内容は、剥片 1点、礫10点の計11点である。石材は黒色緻密質安山岩 l点、礫石材はチャー

ト4点、流紋岩 2点、砂岩4点である。

出土遺物 図示できるものはなかった。
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第 3文化層

土C-37 三R
゜砂岩R23 ゜
゜チャートR2 ゜

゜流紋岩R7

゜チャートR3． 
黒色緻密質安山岩24

0• 

゜

--hac-47 

゜砂岩R24 ゜チャートR4

十。
砂岩R26 ゜00 

゜砂岩R25 ゜

。土C-57

チャートR5
流紋岩R積祠C-58

゜

゜
(1 / 80) 4m 

1
 
Ulfflv 

|

E

 
o・gv 

・剥片

O礫

47.0m-

゜゜ ゜ 。゚°

゜ ゜゜
゜46.0m-
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第21表 第21ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 剥片 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比

黒色緻密質安山岩24 1 1 1. 3 9.09% 0. 50% 

流紋岩R7 1 1 7.8 9.09% 3.01% 

流紋岩RS 1 1 14. 2 9.09% 5.48% 

砂岩R23 1 1 10. 0 9.09% 3.86% 

砂岩R24 1 1 36.9 9.09% 14. 23% 

砂岩R25 1 1 25.6 9.09% 9.87% 

砂岩R26 1 1 105.0 9.09% 40.49% 

チャートR2 1 1 9.2 9.09% 3.55% 

チャートR3 1 1 20. 2 9.09% 7. 79% 

チャートR4 1 1 9. 3 9.09% 3. 59% 

チャートR5 1 1 19.8 9.09% 7.64% 

合計 1 10 11 259. 3 100.00% 100. 00% 
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上層出土石器

4. 上層出土石器（第95図、第22表）

出土遺物 1は上層出土の掻器である。 589遺構から出土した。黒曜石の厚手の剥片を素材とし、基部

の表裏両面に剥離を加えている。
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第95図上層出土石器

第22表上層出土石器組成表

黒曜~岩：：器種 「砕:1点数i「!n:Tl:!t:ばi~I:!i量ば`
なお、第 2文化層、第18ブロックの25mほど北東、 6-----7Zグリッドから石器群が出土している。石材は

黒曜石を主体とし、計934点である。出土層位は不明で、剥片、砕片を主体とするが、石鏃の未製品の可能

性のある石器が出土しており、さらに同遺物集中地点から早期• 前期・中期の縄文土器が混在して出土し

ていることから、旧石器時代のブロックとして扱うことに難点があり、掲載を見送った。
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第3章まとめ

本遺跡では単体出土の地点を含めて21地点から石器を検出し、合計2,048点の旧石器が出土した。石器群

は調査区の全体に散在するが、調査区南側の大金沢支谷に面する大地平坦部から緩斜面にかけてと、大金

沢支谷から北へ枝分かれして北東へ延びる坂崎谷津側にかけて集中して検出された。出土層位から文化層

を3枚として捉えた。ここでは、調査によって明らかになったことを述べてまとめにかえたい。

第 1文化層は、立川ローム層第 2黒色帯上半部のVII層からAT(姶良丹沢火山灰）を含むVI層に相当し、

7つのブロックが検出された。いずれのブロックも大金沢支谷に臨む同一の台地上に分布している。

第 1文化層の石器は、第 1、第 5ブロックでナイフ形石器が各 1点と第4ブロックで楔形石器が 1点出

土したのみである。石材にはナイフ形石器、楔形石器ともに黒曜石が用いられ、各ブロックの石材組成に

も第 6ブロックを除く各ブロックに黒曜石が含まれている。

黒曜石以外の石材では第 1ブロックにホルンフェルスと珪質頁岩が、第 2ブロックにチャートが、第 3

ブロックに黒色緻密質安山岩が、第4ブロックに安山岩が、第 5ブロックに硬質頁岩が、第 6ブロックに

硬質頁岩とチャートがそれぞれ含まれ、第 1ブロックでは黒曜石とホルンフェルスが重量比で卓越する。

また、第 3、第4ブロックでは黒曜石が主体を占め、第5ブロックでは硬質頁岩が主体を占める。このよ

うに第 1文化層では各ブロック間の石材の組成に偏りが認められた。

第2文化層は立川ローム層N-V層を中心とする層で、立川ローム層第 1黒色帯に相当する。第 2文化

層からは13のブロックが検出された。本文化層がブロック数、石器出土点数からみて、本遺跡の主体をな

す文化層である。分布は第 1文化層と同じ台地上に近接して 2ブロック、第 1文化層を載せた台地基部の

坂崎谷津側の支谷に臨む箇所に 5ブロックとその反対側の大金沢支谷を臨む台地上に離れて 1ブロック、

さらにその台地から南西へ延びる台地上に近接して 5ブロックが検出された。大きく分けると 3地点に分

布域が偏っているが、ナイフ形石器が17点で点数的に最も多い。石材には黒曜石、硬質頁岩、珪質頁岩、

安山岩、黒色緻密質安山岩、チャート、凝灰岩、黒色頁岩、ホルンフェルス、嶺岡頁岩、玉髄、砂岩、流

紋岩などが含まれ、第 1文化層と比較して石材の種類が豊富となり、第 8ブロックでは房総半島南部の嶺

岡頁岩が多量に含まれている。嶺岡頁岩は他のブロックでは第12ブロックと第20ブロックに含まれている

が、第12ブロックでは剥片 2点が客体的に含まれているのみである。第20ブロックでは楔形石器 1点、剥

片1点の計2点が嶺岡頁岩である。

黒曜石は第2文化層の17のブロック中の 5つのブロックから検出されている。黒曜石の各ブロック内で

の占有率は、第 9ブロック（点数比 8%、重量比 6%)、第12ブロック（点数比62%、重量比61%)、第16

ブロック（点数比 5%、重量比0.8%)、第19ブロック（点数比96%、重量比84%)、第20ブロック（点数比

50%、重量比22%)である。第12ブロックと第19ブロック中での占有率が高く、第19ブロックでは主体的

である。

第3文化層は、立川ローム層の皿層に相当し、大金沢支谷に臨む台地の先端部から第21ブロックが検出

された。検出されたブロックの中では台地最南端に位置する。第21ブロックは立川ローム最上層のソフト

ローム層からの検出で、図示はしなかったが黒色緻密質安山岩の剥片 1点と礫10点の計11点で構成される

ブロックである。礫の石材ば流紋岩 2点、砂岩4点、チャート 4点である。
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